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大管 長会 メ ッセー ジ

善卵 .

入類への主の計画

大管長

ス ペ ンサー ・W・ キ ンボ ー ル

1975年6月27日 の6月 大会 におけ る説教 よ り

私たちの天父は、人がその幼児期から神の如 き者 となる

までの成長の計画 を立て られた。それは必ずしも容易な道

程ではない。だが、私たちの態度いかんによっては＼最 も

価値ある道程ともな りうるのである。

神の計画を、順 を追って調べてみよう。モーセは、主の

予言者 となったとき、.偉大な示現 と啓示を受けた。 モ「一セ

は、この世の初め まで、しか もこの地球の創造以前にさか

のぼって見ることがで きた。

アブラハム も同様であった。創造主はアブラハムに次の

ように言われた。「われは主なる汝の神なれば……われは上

は諸天を支配 し、下は地 を支配 し、あらゆる智 恵に於て思

慮に於て汝の太初 より見たるところのすべての英智たちに

一
勝 れば な り。」(アブ ラハ ム3：19、21)

そ して主 は、 これ ら前世 にい る無数 の霊 たちの 中に立つ
くた

と、次の よ うに言 われた。「われ ら降 り行 か ん。 か しこに空

間あれば な り。 而 して これ らの材料 をと りて、 これ らの者

の 住 ま うべ き地 を造 らん。'

而 して 、 これに よ りて彼 らを試 し、何 にて もあれ 、主 な

る彼 らの神 の命 じた まわんすべ ての こどを彼 らが為すや 否

や を見ん。」(アブラハム3：24、25)

「而 して
、神 々、命 じたる これ らの もの の従 うまで 見守

りた まえり。」(アブ ラハ ム4：18)

こ の 後 、続 いて 、鯨 や魚や 水の 中の生 き物 、翼 ある鳥 が

生 じた。
よう

「神 々彼 らの従 うを見
、また神 々の計 画 の善 しきを見た

まえ り。」(アブ ラハ ム4：21)

そ して 、水 が生 命あ る もので満 ち、空が翼 あ る生 き物 で

満 た され ると、神 々は こう言 われた。「われ ら、彼 らを祝福

して、豊 に子 を産み殖 え…・・しむべ し。」(アブラハム4：22)

こ う して 第5の 「時」、す なわち通 常 、5日 目と言われ て

いる時は終 わった。

次には 、生 き物 、家畜 、は うもの 、そ して あ らゆ る種類

の獣 が生 じた。 「而 して神 々かれ らの 従 うを見た まえ り。」

(ア ブ ラハ ム4：25)

こ う して地球 を組織 して しま う と、神 々は会議 を開 いて
かたと

言 った・ 「城 ざわれ ら降 り行 きて・ われ らのか た ちに 象 り

て われ らの像 の如 くに人 を造 り、 これ に… …治め しめん。」

「こ こに於 て、神 々降 りて ……人 を組織 したまえ り。す な

わ ち…・・ボ男 と女 に造 りた まえ り。」(アブラハム4：26、27>

こ こ に至 ってその計 画は完成 し、私 た ち も、また私 たち

の数知 れ ない兄 弟姉妹 た ち も、 自然の法 則に従 って この地

上へ 来て 、それ ぞれ の可 能性 を伸ばす機 会が与 え られ る こ

とになっ た。

私 た ちは皆 、神 の霊 の子供 であ る。創 造 され た ものの 中

で も最 高の もので ある。 地球 も地 球 に置かれ てい る もの も

皆 、全 人類の 進歩 と成 長 の ため 、 また心 を満 たす ため に与

えられて いるので ある。 主 は言われ た。

「われ誠 に汝 らに告 ぐ
、 汝 ら 〔誠 命 を守 れば 〕地に満 つ

るすべ ての ものは汝 らに与 え らるべ し。……

然 り、すべ て これ ら季節 に よ りて地 よ り生 ず る もの は、

皆 人の為 人の用 いん ために造 られ 、眼 を楽 しませ 、また等

し く心 を悦 ばせ ん ため な り。

然 り、 これ は肉体 を健に し人に元気 をつ くる よ う、食 物 、

衣 服 、味、香 りのため に造 らる。

而 して 、すべ て これ'らの もの を人に与 えた るは神の悦 び

とす るところに して、 この 目的の ため に これ らは造 られた

り。」(教義 と聖 約59：16、18-20)

こ こで計画 は終 わ り、次 には それ を実行 に移 す ため の詳

細 が考慮 され るこ とにな った。

こ う して第6の 「時」 とな り、神 々は次 の ような計画 を

立 てた。 「われ ら彼 らに豊 に生 ま しめ て 多 くの子孫 あ らし

め 、地に充 た さしめ て地 を従 わ させ む。」(ア ブ ラハ ム4：

28)

こ れ は皆 、思 い付 きに よ るもの で もなければ、創造の 過

程 で偶然 に生 じた結 果で もない。実 際の創 造に先立 って 入

念 に計 画 され た もの であ る。
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こ う して、 「神 々降 り来 りて天 と地 の生成 を行 いた まえ」

る 日がや って来 た。

「神 々土の塵 をもて 人 を造 り
、その人 の霊(す なわ ち人

間の霊)を とりて これ をその 中に入れ 、その鼻孔 に生命 の

息 を吹 き入れ た まえ り。 その 人すな わち生 け る 『霊 の結合

体』 とな りぬ。」(アブ ラハ ム5：4、7)

そ れ か ら 「神 々……一 人 の女 を造 り、 これ をその 男の と

ころへ連 れ来 りたまえ り。」(ア ブラハ ム5：16)

これ もや は り神 が計画 され たこ とで あった。

ア ダム は喜 んで こ う言 った。 「われは これ を女 と名つ く

べ し… …。

この故 に男は その父母 を離 れて その妻 と結 び合 い、二 人

一 体 となるべ し
。」(アブラハム5：17、18)

神 々 は先 に言 ってお られ る。 「い ざわれ らこの 人にふ さ

わ しき一 人の助 け手 を造 らん。 この人独 りにて あるは善 し

か ら ざれば な り。故 にわれ ら彼 のため にふ さわ しき一 人の

助 け手 を造 らん。」(アブ ラハ ム5：14)

こ れ まで 、神 々が この天地創 造の計画 を立て 、人間 を含

む あ らゆ る もの を造 り、 さ らにあ らゆる もの に生 命 を与 え

られた とい うことを述べ て きた。 神 々がな され た こ とには、

真 に 目的が あっ たのであ る。

「神 は 自分 のか たちに人 を創 造 され た
。 す なわ ち、神 の

かた ちに創 造 し、男 と女 とに創 造 され た。

神 は彼 らを祝 福 して言われ た、 『生 め よ、ふ え よ、地 に

満ち よ、地 を従 わせ よ』。」(創世 記1：27、28)

次 の よ うに言 うこ と もで きたで あろ う。 「神 は彼 らがふ

え、地 に満 ちるよ う祝 福 され た。 それは 、その中に こそ、

多 くの 人々が知 らずに いる偉 大 な祝福 があるか らである。」

子供 は、決 して偶然 に生 まれ るのでは ない。 綿密 に計 画

され た予 定通 りの出来事 なので ある。 主は 、他 の方法 で子

供 を世 に出 だす こと もおで きになったはず であ る。 だが そ

の よ うな場 合 、世 の親 たちは 、 どの よ うに して子供 を愛 し、

育て てい くこ とがで き るだ ろ うか。

男の体 と女 の体は 、それ ぞれが補 い合 える よ うに、異 な

って創 造 され たので あ り、 このふたつが一体 となる ことに

よって妊娠 が起 こ り、 この世 に生け る霊 の結 合体 を送 り出

すの であ る。 この霊 は、主が幕 を引かれ た ときにあのアブ

ラハ ムが見 た数 知れ ない 多 くの霊 の ひ とつ で ある。

こ こで 、主 が男 と女 を造 られたの も、その種 類 に従 って

子孫 を殖やす ためで あった とい うこ とを強調 してお く必要

が あ ろう。以 来 、数限 りな く、このふ たつ の ものは一体 と

な り、男 と女 を世 に 出だ し続 けて いるので ある。 そ レて産

み 出 され た男女 の体 も、今 なお時の終 りまで神 の霊 の子供

たち を世 に送 り出 し続け るこ とがで きる ように造 られて い

るので ある。

そ して 、神 々は創造 の 「時 」 を終 えた とき、被 造物が皆

こ とご とく従っ た と言 って お られ る。皆 その言葉 に従 った

ので ある。神 々 は、創 造 を終 えた全世 界 とその計 画 とを見

わた し、 「はな はだ良 し」 と言われ た。

これ こそ、 この全計 画 を正 し く維持 す るため の最 もふ さ

物 しい方法 であ った。 これ に よ り、人は世 に生 まれ 出で、

成長 す るための数 々の機会 が与 え られ るので あ る。

偽 りの才 気や うわべ だけ の知 恵 しか持 って いない愚か な

者 に 、この計画 には失敗が あった な どと即 断 させ ては な ら
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ない。すべての計画が、愛 と相互依存の精神で子供たちを

世 に送 り出すことができるよう、入念かつ慎重に考慮され

たのである。 もし今 日多くの人々の間ではびこっているよ

うな浅薄な考 え方だけで天地創造が行 なわれた としたら、

世 界も人類 もあらゆる正 しい事柄 も、とうの昔に終局を迎

えていたことであろう。

パ リサイ人に向かって次のような言葉 を言われたのは、

他ならぬ主 イエス ・キリス ト御 自身であった。 まだ地上で

伝道しておられた頃のことである。 「あなたがたはまだ読

んだことがないのか。 『創造者は初めから人を男と女 とに

造られ』それ以外のものを造 られなかったことを。」(マ タ

イ19：4)

「主の計画はすべて、愛 と相互依存の精神で子供た

ちを世に送 り出す ことがでさるよう、入念かつ慎重

に考慮されたのである。も し今日多 くの入々の間で

はびこっているような浅薄な考え方だけで天地創造

が行なわれたとしたら、世界も人類もあらゆる正 し

い事柄も、。とうの昔 に終局を迎えていたことであろ

う。」

そ して 、人はその妻 と結 ばれ るべ きで ある とい う戒め が

与 え られ た。 また 「ふた りの者 は一体 とな るべ きで ある。

彼 らは もはや 、ふ た りで はな く一体 で ある。 だか ら、神

が合 わせ られた もの を、人 は離 してはな らない。」(マ タイ

19：5、6)

そ れ ゆ え私 た ちの主は 、離婚 や家 庭の崩壊 とい う悪 に対

して非常 に強 い警告 を述べ てお られ る。

ふ た りの者 、す なわ ち夫 と妻(夫 と妻 のみで ある)が 一



体になるということの当初の目的は、子供たちをこの世に

生み出す ということであった。性関係が単なるな ぐさみで

あった り、欲望や情欲 を満足させるものでしかないとい テ

ことは、主が全 く意図されなかったことである。夫婦間の

正 しい性関係はすべて子供の出産のためにのみ限竃する必1

要がある、 という主からのみ言葉があるわけではないが、

アダムの時から今 日に至るまで、主が放縦な性関係 を認め

られたことがないという証拠は、数 多く挙げ ることができる。

主の計画が秩序正 しいものであると知った以上、決して、

この神聖な計画を卑劣な目的に供す るようなことがあって

はならない。

今 日、世 の中には、全 くの思いあが りで、サタンの計画

通 りの世界を創造 しようとしている人々が数多 くいる。サ

タンは悪めはびこるのを心待ちに しているか らである。

ある著 名な説教者は次のように言った。「性 は本来悪では

なく、善なるものを悪用することが可能 なだけである。」

女性が苦痛 と不安のうちに子供を世 に送 り出すことは決

してたやすいことでばない。だが、それでもなお、妻は夫

を 慕 うべ きである。夫が妻を管理するか らである。 また、

男は顔に汗 してその家族 を養わなければならないが、これ

もやは り容易なことではない。だが、それこそ神の計画な

のである。(創 世3：16-19参 照)そ してそこから、偉大

な祝福がもたらされるのである。

聖典の中で、人類の創造について書かれている箇所では

ほとん ど全部 と言ってよいほ ど、 「男 と女」という言葉が

使われている。モーセは創世記の5章 で 「神が人を創造さ

れた時、神にかたどって造 り」(創世5：1)と 記録してい

る。 これ も、何 ら不可解な表現ではない。私 たちは皆ひ と

り残らず、神のかたちに造られてお り、最終的には、神に、

王に、女王にな りうるのである。
「彼らを男と女 とに創造 された。彼らが創造された時、

神は彼らを祝福 して、その名をアダムと名づけられた。」(創

世5：2)

アダム という名が彼らの名であった。私は、このアダム

という名が、ち ょうどキンボールが私の名であ り私の妻の.

名でもあるように、彼 らの名字ではなかったかと考えている。

女がアダムの もとへ連れて来られた とき、アダムはその

名をイヴと名づけた。 「そは、イヴはすべての生け るもの

の母なればな り。」(モーセ4：26)イ ヴは最初の母であった。

アダムとイヴは人類の先祖 となった。ふたりは最初の両親

となった。以来この世に生 を受けた子供たちは皆、この夫

婦の子孫である。

さて、この男女は永遠に結び固め られた。神御自身が結

び固めをされたのである。神はアダムにその妻 イヴを授け

た。神は、すべての人々がふ さわ しい生活をしそ、この世

において も永遠にわたって も続 くこの結婚の儀式にあずか

るよう教 えられた。主はまた、日の光栄の王国における3

種の天界、すなわち3種 の階級の うち、最も高いところへ

行 くために次のような条件をつけられた。 「人はこの神権

の位(す なわち新 しく且つ永遠の結婚誓約を言う)に 入ら

ざるべからず。

人 もし然せずんばそれを得 ることを得ず。」(教 義 と聖約

131：2，3)

これが正 しい方法である。

自分 か ら選 んで結婚 しよ うとしな い男性 もい るご この よ

うな人た ちは 自ら祝 福 を拒ん でい るの であ る。 また同 じよ

うに 自ら祝 福 を拒 んで い る女性 も数 多 くい るよ うである。

また機会 が ないために結婚 していな い人々 もい る。 もちろ

ん私 たちは 、主 が幅広 く準備 を整 えて下 さってい るこ と、

そ して どうしよ うもない事 情の ために罪 の宣告 を受 け る人

が ひ とりもいない とい うことを承知 して いる。 これ は主 の

計画 だか らで ある。

だが 、結婚 と男女 の役割 に関 して、神 に反抗 した り、そ

の神聖 な計 画 を無視 した りす る人がい ないよ うに しよ うで

は ないか。

「す なわ ち
、聖 書に 、 『わ た しは知者 の知 恵 を滅ぼ し、

賢 い者 の賢 さをむな しい ものにす る』 と書 いて ある。

知者 は どこに い るか。学 者は どこに いるか。 この世 の論

者は どこに いるか。 神は この避 の知 恵 を、愚かに され たで

はな いか。」(1コ リン ト1：19，20)

な ぜ 神 の計画 を批 判す る人 々が い るの だろ うか。 その よ

うな人 々はなぜ 、人生に おけ る彼 らの役割 を引 き受け て、

それに感謝 す るこ とがで きないの であ ろ うか。

最 近 、あ る地方紙 に 、勇気あ る女性 の次の よ うな記事 が

掲 載 され た。
'「 聖典

では 、生 涯 を通 じ男性の最 大の責任 は 、その妻 と

子 供た ちに とって 、導 き手 とな り、守 り手 とな り、扶養者

とな るこ とであ る、 と言 ってい ます。初 め に神 が男 ど女 と

を創造 され た とき、神 は女 に こ う言 われ ま した。 『あなた

は夫 を慕 い、彼は あなた を治め る(『管理 す る』 とい う言葉

の方が好 きだが)で あ ろ う。』 〔創世 記3：16〕 使 徒パ ウ ロ

もこれ を再確 認 して、次の ように言 って います。 『キ リス

トが教会 のか しらで … あ られ るよ うに、夫 は妻 のか しらで

あ る。』(エペ ソ5：23)」

神 は人類 の家 族 を組 織 され た とき、御 自分 が何 をしておら

れ るのか 、よ く知 ってお られ た。 この女性 も、それ を信 じ

て いる人の ひ とりと思 われ る。

ひ とりと思 われ る。

私は 末 日聖 徒が皆 、老若男女 を問わず 、生命の水 を心 ゆ ー

くまで飲 み、 そ して主の委 ね られた美 しくまたわか りや す

い責任 を果 たせ るよ う.な生 活 を送 って下 さる よう
、心か ら

希望 して いる。

すでに完壁 な計 画に 口を差 しは さむ ことな く、心 を尽 く

し、思 い を尽 くし、体 力 を尽 くして、与 え られ た広 大な計画

に沿 って 自らを完 き者 とす る努 力 を重ね るよ う望 んで いる。
一部 の人が失敗 したか らと言 って

、その責任 を計 画のせ い

にす るのは 、はなは だ不 当な こ とであ る。私 た ちの態 度 を、

行 動 を、そ して全生 活 をよ く整 えて、私 た ちに約束 されてい

る豊か な また数 限 りな い祝 福 を受 け継 こ うではな いか。

この大 いなる神聖 な人生 とい う ドラマの 中で、私 た ちは

神か ら与 え られ た責任 をどれ ほ ど立派 に果たせ るこ とで あ

ろ っか。 また。何 と満 た され た生 活 を送 れ ることであろ う

か。 何 と美 しい家族 を育 て、養 うこ とが で きるで あろ うか。

また、私 た ちの将来 は、何 と輝か しい もの であ ろうか
。

神 は生 きてお られ る。 私 はそれ を知 って いる。 イエ スは

キ リス トであ る。 私 はそれ を知 ってい る。 そ して 、これ は

主 の計画で あ る。 私 は この こ とを知 って いる。
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主は実に生きたもう

われらは主を見た り

アイ バ ン ・J・ パ レッ ト

末 日にお ける主の現 われは 、古代 におけ る次 の ような約

束の成就 で ある。「わ た しも、… …その 人に わた し自身 をあ

らわす で あろ う。…… そ して 、わた しの 父は その人 を愛 し、

また、わ た した ちは その人の とこ ろに行 って 、その人 と一

緒 に住 むで あろ う。」(ヨ ハネ14：21、23)

こ の福 音の神権 時代 は、永遠 の父 なる神 とその愛す る御

子 イエ ス ・キ リス トが 、14歳 の農 家の 少年に そのみ姿 を親

しく現 わ され た ことか ら始 まった。 この少年 は、地 上 に恵

み を もた らす ために 、最 も偉大 な予言 者、聖見者 に なるよ

う定め られ ていた。 その最初 の示 現 につ いて、 この少年予

言者 は次の よ うに証 してい る。

「私 は 自分 の真上 に太 陽に も増 して輝 く一つ の光 の柱 を

見 た。 そ してその光の柱 は次 第に下 りて きて 、光 はつ いに

私の上 にふ り注いだ。 ……

そ して その光 が私の上 に留 った時 、私 は筆紙 に尽 し難 い

輝 きと栄 光 とを有 ちた もう二 人の御方 が私の真上 の空 中に

立 ちた も うの を見 た。 そ して その 中のお一人が私 に言葉 を

かけ て私の 名 を呼 びた まい 、他 のお一 人 を指 して 『こはわ

が愛子 な り、彼に聞 け』 と仰 せ られ た。」(ジ ョセブ ・ス ミ

ス2：16、17)

ジ ョセ ブ ・ス ミスに与 え られ た この御父 と御子 の示現 を

機 に、時満 ちた る神権 時代 が始 まった。 この示現 は 、神 と

御子 の現 われの中で も歴 史 を通 じて最大 の もの と言われ て

いる。

この示 現 は、それ まで何世 紀 に もわた って教 え られ てき

た神 につ いての誤 った概 念 を沈黙 させ る もの であ った。 ジ

ョセ ブ ・ス ミスの時代 には、神 は 「体 のな い実 在」で ある

とい う概 念が一般 に 認め られ ていた。

「陽光 の 中に1暖ま り
、そ よ風 の 中に呼 吸す る。

星 の中に またた き、木々に花咲 く。

あ らゆ る ものの 中に息づ き、あ らゆる ものの 中に広が る。

分か れ るこ とな く広 ま り、時の経 過 な く作用す る。」

(ア レキサ ン ダー ・ポー プ 「人間論」 第1巻271-74行)

ポー プの この一文は 、確 かに何 か を美 し く描写 した もの

で はあ る。 だが、決 して聖 書に書 かれ てい るよ うな、人の

ひ な型 となった神 のみ姿 を描 き出 した ものでは ない。(創世

1：26、27参 照)ジ ョセブ ・ス ミスは神 とイエ ス ・キ リス

トに まみ えた。 御二方 とも、英知 あ る御方 と して実 在 し、

また私 た ちと言葉 を交 える こ とが おで きにな るの であ る。

そ して、 この最後 の神権時代 にお いて も、10人 を越 え る人

々が救 い主に まみえ 、主 は確 かに生 きてお られ る と証 して

い る。



この神 権時代 に教会 が組織 され てか ら初 め て開かれ た大

会 の際、ニ ューエル ・ナ イ トは天が 開かれ るの を目に し、

救 い主 が御 父の右に座 して お られ るの を見 た。予 言者 ジ ョ

セ ブは次の よ うに書 いて いる。

「将 来につ いての示現 が
、突然彼 に与 えられ た。 そ して

私 の働 きに よつて成 し遂 げ られ るこ とにな ってい る偉 大 な

み業 を見た。天 が開かれ るの を 目に し、主 イエ ス ・キ リス

トが 、い と高 き主権 者の 右側 に座 してお られ るの を見た。

そ して 、や がて主 のみ前 に来 るこ とが許 されて 、永遠 に共

に住 ま う時が来 るこ とを明 らか にされた。」「教 会歴史」1：

85)

教 会 の4回 目の大 会が 、1831年6月 初 旬 に開催 され た と

き、 ライマ ン ・ワイ トは 「みた まに包 まれ 、その結果 、眼

前に天が 開か れて御子 が御 父の右 に座 して お られ るの を見

た。」「(教会歴 史」1：176参 照)

1831年 初 夏 のあ る晩、 メア リー ・エ リザベ ス ●ロ リンズ

とい う12歳 の女 の子 は、モル モ ン経 につ いて さ らに学ぶ た

めに母親 に連 れ られ てカー トラン ドの予言者 の家 を訪 ね た。

他 に も友 人や 親戚 が集 まって いた。 予 言者 は部屋 に入 って

来 る と、集 会 を開 くこ とを提案 した。 その12歳 の少女 は 、

次の よ うに書 き記 して いる。

「祈 りと歌 の後
、 ジ ョセブが話 を始め ま した。極め て厳

粛 に 、そ して熱心 に語 り出 しま した。 ところが突然話 をや

め 、その場 に立 ちす くん だ よ うにな りま した。 彼 は まっす

ぐ前 を見つめ 、 その顔 は 、彼 の後 ろのた なで燃えて い るろ

うそ くの光 に も優 って輝 きを放 ってい ま した。 ほお骨 きえ

見 える よ うに思 われ ました。 ま るで顔 の 中に照明燈 で も入

っていて 、一つ一 つ の毛 穴か らその光 が漏れ てい るよ うで

した。私 の視線 は彼 の顔 に くぎ付 げ にな って い ました。，

しば ら くす る と、彼 は極め てお ごそかな表情 で私 たちの

方 を見 て言 いま した。『兄弟姉妹 の皆 さん、今 晩のこの会 に

どな たがお られ たか御存知 です か。』 ス ミヌ、家 のひ と りが

『主 の天使 です 』 と言 いま した
。

ジ ョセ ブは これ には 答え ませ んで した。 す る と予 言者の

足 もとで箱に腰掛 けて いたマー テ ン ・ハ リスが ひ ざまず い

た まま予言 者の方 に寄 って行 き、予言者 のひ ざを しっか り

と抱 きしめ る とこ う言 い ました。『私 には わか ります。私 た

ちの主 、救 い主 イエ ス ・キ リス トです。』ジ ョセ ブはマ ーテ

ンの頭 に手 を置 くと、 こ う答 えま した。『マ ーテ ン、神 が こ

の こ とをあなたに あ らわ したの です。 兄弟姉妹 の皆 さん、

救 い主 が皆 さん と共 にお られたの です。 これ を忘 れ ないで

下 さい。 皆 さんが まだ主 と直接 まみ え るこ とに耐 えちれ な

いため に 、主 は皆 さんの 目に とば りを下 ろされ たのです。

皆 さんには 、まだ肉 ではな く、 ミル クが必 要 なの です。 こ

れが私 の 口か ら出た最後 の言葉 だ と思 って、 しっか りと覚

えて いて下 さい。』」(メア リー ・エ リザベ ス ・ロ リン ズ ・ラ

イ トナー の 日記 よ り、未刊 、pp.2-4)

1832年2月 、 ジ ョセ ブ ・ス ミスは オハ イオ州のハ イ ラム

で ジ ョン ・ジョンソ ン と一 緒に生 活 して いた。 そ こで彼 は 、

シ ドニー ・リグ ドンの助け を得 て聖 書の改訂作 業に従事 し

ていたの であ る。 ある 日彼 らは 、人は肉 体 を受 けて いた と

きの行 為に よって報 い を受 け る とい うことにつ いて 、深 く

また熱心に思 いめ ぐらして いた。 そ してその結果 、聖 徒の

永遠 の住 まい を意味す る 「天」 には 、ふたつ以上 の王国が

'/'
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メアリー ・エ リザベス ・臼リンズ ・ライ トナーは、その日

記の中で、12歳 のとき、ある集会 に出席 し、そ こで予言者 ジョ

セブが 「主の天使」が部屋の中にいたと語 ったと記録 してい

る

なければ な らな い とい う結 論 に達 した。予 言者 ジ ョセブは

次の ように記録 して いる。

「われ らこれ らの事 を思 いめ ぐらせ る時
、主 われ らの覚

りの眼 に手 を触 れた まいたれば 、われ らの両眼開 けて主 の

御栄 あた りに輝や け り。

而 して、われ ら御 父の右 に御子 の栄光 を見、 その無上完

全 な る もの を受 けた り。
』また われ ら

、聖 き天使 らお よび御座 の前 に聖 とせ らる る

者 た ちが神 と子羊 とを拝み 、 しか も永遠 に神 と子羊 とを拝

む を見 た り。

さて 、この子羊 に就 きて為 され だる様 々の証 の挙句 、わ

れ らの為す最 後の証 はすな わち 『主 は実に生 きた もう』 こ

と是 な り。

われ らは 、彼 がす なわ ち神 の右 に座 した もうを見た り。

また、御父の生 みた も う独子 な りと証 した もう声を聞け り。

す なわ ち諸 々の世 界 は彼 の手 に よ り、彼の手 を経 て、 ま

た彼 に因 りて先 に作 られ 、 また現 に作 られ 、これ に住 む者

た ち も皆神 より生 れた る息 子 と娘 な るこ とを証 した もう。」

(教 義 と聖 約76：19-24)

この 時 、伺 じ室 内に12人 ほ どの 人が いた。 その 中にファ

イロ ・デ ィブル とい う人物 がいて 、「私は栄光 を見 、その力

を感 じた。 しか し示現 は見 なか った」 と証 してい る。(「ジ

ュー ビニ ル ・イ ンス トラ クター」27：303)

予 言 者の塾 の組織 につ い ての啓示の 中で 、主 は次の よ う

に言 われた。

「故 に
、汝 らの心 誠心 誠意神 に向 わんがため に、汝 ら自

ら聖 くせ よ。 さ らば、 汝 ら神 を見 るの時 あ らん。 そは、神

その面 を汝 らに現 わすべ ければ な り。而 して そは神 の時、

神 の欲す るまま、神 の 旨に よ りて起 るべ し。」(教 義 と聖 約

88：68)

予 言 者の 塾で 、予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは 「信仰 講話」と

い う題で一連 の話 を した。 この講話 の中心 テーマは 、上記

の聖 句 であった。予 言者 ジョセブは次 の ように言っている。
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「あ らゆ る
.もg)を 創 造 し支 えてお られ る神 が存在 す る と

い う重要 な事 柄 を人類すべ てが知 った 後は 、神 を求 め る誠

実 さや 、 忠実 さの度 合 に よって 神の御 性格や 栄光 につ いて

の知識 が増 し加 え られ る。 この過程 を踏 んで、人 はエ ノク

や ジェレ ドの兄 弟や モーセ の ように、神 を信 ず る信仰 を体

得 し、顔 と顔 を合 わせ て神 にまみ える力を得 るよ うに な る

のであ る。」(Lec渉 解e80ηFα 航 「信 イエロ講話 」Nα2，

P23).、

そ の後 、主御 自身が 次の よ うに約束 されたも「そめ罪 を捨

てて われに来 り、わが名 を呼 び、わが声 に従 い、、わが誠 命
おもて

を守 るあ らゆ る人々は 、わが面 を見て われ在 る を知 るこ と

あ ちん。ゴ(教義 と聖約93：1)

予 言者 ジ ョセブは 、カー トラ ン ド神殿 の献堂式 の記録 の
「ヰ で 「救 い主 があ る人 々に そのみ姿 を現 わ された

」乏 書 い

て1いる。(「教会歴 史」2：432)ジ ョー ジ ・A・ ス ミス長 老は

その手記に次 の よ うに書 いてい る。

，「献 堂式の 第1日 目に、 フ レデ リック ・G・ ウィ リアム

ス副 管長は部屋 の最上段 に座 って いたが、 その とき縫 い 目〔

のない衣 を身 に ま とった救 い主 が現 われて 、その宮居 の献

堂 を嘉納 され た と証 した 。彼 は救 い主 を見 た と証 し、救 い

主 の衣 や それに関す るこ とを詳 し く説 明 した。」(Jo解 ηαZ

q∫D∫sc・ ω78e8「 説 教 集」11：10)

カ ー トラン ド神殿 の献堂式 を終 えて1週 間後 、予 言者 ジ

ョセブ ・ス ミスは 、オ リバ ー ・カウ ドリ、十二使徒 評議会 、

その他 の数 人の神権者 と共 に、神殿 内の下の部 屋で聖餐 式

を執 り行 なった。神権 者 たちにこの聖 餐 を配 り終 えたあ と、

ジョセ ブとオリバ ー は部 屋の西 側の教壇 の所へ退 い た。9そ し

て、ふ た りと他 の兄 弟 たち を仕切 る幕 が下 ろされ た。 そ こ

で このふ た りは 、頭 をたれて、厳 粛な沈黙 の祈 りを ささげ

た。 やが て祈 り終 えて立 ち上 が る と、次の よ うな輝 か しい

示 現がふ た りの前 に開か れたので あ る。

「われ らは
、 われ らに面 して教壇 の胸欄 に立 ちた もう主

を見 た り。而 して 、主の 脚下に はこは くの如 き色 した る純

金の床 あ りき。

その 眼は燃ゆ る炎の如 く、頭髪 白きこ と清 き雪 の如 く、

その顔 は 日の輝 きに も勝 りて光 り輝 き、その声は洪水 の激

する音の如 し。誠 にエ ホバ の御声 言 いた もう。

われ は始 め な り終 りな り。 われ は生け る者 な り殺 され た

・る者 なり
、父 と汝 らの間の仲 保者 な り。」(教義 と聖約110：re

2-4)

救 い主 は十字架 にか け られ る前 に 、弟子 た ちに 第2の 助

け主 を送 ると約 束 され た。 ヨハ ネは イエ スのみ言葉 を次 の

ように記 録 して い る。「

「わた しは 父にお願 い しよ う
。 そ うす れば 、父は別に助

け主 〔慰 め主 〕を送 って、いつ まで もあなた と共 にお らせ

て下 さるであ ろ う。

… …わた し もその人 を愛 し
、その人 にわた し 自身 をあ ら

わす であろ う。

… …そ して
、わた しの父は その人 を愛 し、 また、わ た し

たちはその人の ところに行 って、その人 と一 緒 に住 むで あ

ろ う。」(ヨハ ネ14：16，21，23)

「『で は
、別の慰め 主 とはなん であ ろ うか』 とジ ョセ ブが

尋ね た。『それ は、主 イエス ・キ リス ト御 自身に ほかな らな

い。 そ して 、これが あ らゆ る事 の総 和 であ り実体 なの であ

る。人がこの最後め慰め主(永 遠の生命の約束)を 得ると

き、イエス ・キリス ト御 自身がその人 と共にあり、時に応

じてみ姿 を現わされるのである。 さらに、主はその人に御

父をも現わされ、御二方が彼 と共に住まうようになるので

ある。そして天の示現が彼の前に開かれ、主は顔 と顔を合

わせて教えを授けられるのである。』」(「教会歴史」3：381)

予言者はさらに次のように言っている。
「ヨハネ伝第14章23節 参照。 この章に見ゆる父と御子の

あらわれ

顕 現は 、人の体 を有 ちての顕現 な り。 父 と御子 と、人 の心

の中に住 みた もうとは古 き宗派 的観 念に して誤 りな り。」

(教 義 と聖約130：3)

第 二 の慰 め主 、す なわち永遠 の生命 の約束 を受 け入 れ る

者は 、「聖 な る人 とその御 子 イエ ス ・キ リス トと親 し くまた

公然 と交 わ りを持 つ特権 が与 え られ るので ある。予 言者 ジ

ョセ ブは、聖 徒 た ちは個 人的 に父な る神 や イエス ・キ リス

トと交 わ りを持つ こ とが で きる、一と教 えて いた。(「教 会 歴

史」1：283-4;3：381;5：530;6：51参 照)

ア レキサ ンダー ・ネイバー とい うユ ダヤ人 は、 イギ リス

で改宗 した歯科 医で あ るが 、その死 の直前 、息子 か ら次の

よ うな質 問 を受 け た。 『お 父 さん 、お父 さん は これ まで 、

お父 さんの歩 んで きた長 くて困難 な人生につ いて よ く話 し

て くれたし1私 たちもそ ういう話を聞 くのが大好きだつた

け ど、ひ とつ だけ質 問 させ て下 さい。 そ うい う大変 な経 験

隠 それ だけの価 値が あ りま した か?福 音 はその ような犠 牲

を払 うだけ の価 値が あ る ものです か?』

証 を持 ち真理 を知 って いる とい う満 足感 で、予言者 で あ

り詩 人で あるこの年 老い たヘ ブ ライ人の 、 まさに閉 じよ う

としてレ}・る 目が明 る●く輝 いた。 そ して 高 らかに 、また確 信

に満 ち満 ちた声で こ う言 った。

『その通 り
、そ の通 り。全 くその通 りだ とも。 私 は救 い

主 を見た し、その手 の傷 跡 も見 た。 イエ スが神 の御子 だ と

い うこと も知 って い る。 この業が真 実だ とい うこ とも、 ジ

ョセ ブ ・ス ミスが神 の予言者 だ った とい うことも知 って い

る。 その証 さえあれ ば、 どんな こ とにだ って耐 えるこ とが

で きる。.これまでその証 の ため に耐 えて きたこ とを思 えば 、

た とえ荒野 でおおか みの え じきになって死 の うと も耐 える

こ とがで きるんだ よ。』」(丁舵 σ如hGeπe副og記 αZαηd

伍s診oγ∫cαZMαgα2♂πe「ユ タ系 図歴 史誌」5：62)

ロ レ ンゾ ・ス ノーは教会 員 となってか ら6ヵ 月 しか経 っ

て いなか った22歳 の とき、予 言者 の父で あ る大祝 福 師 ジ ョ

セ ブ ・ス ミスか ら祝福 師 の祝福 を受 け た。 この祝 福 の中 で

彼 は次の よ うに言 われ た。「汝は ジェ レ ドの兄弟の信仰 が如

き信仰 を持つべ し。」(ThomasC・Romney，TんeLガeqプ

Lo兜 π20 、5ηoω「ロ レン ゾ ・ス ノーの生涯 」1955，p.1)ジ

ェ レ ドの兄 弟は偉大 な信仰 の持 ち主 で あったため 、 「ジェ

レ ドの兄 弟が幕の 内 を見 る ことを禁ず るこ とはで きなか っ

た。 従 って ジェレ ドの兄弟 は イエス を見 て、 イエスはかれ

に導 きと恵み とを与 え た もうた。」(イテル3： ・20)

そ れ か ら数年 後 、 ウィルフ ォー ド ・ウ ッ ドラフ大 管長の

逝去 を知 ったス，ノー大 管長 は、聖 なる神殿 着 を身 に ま とい、

ソル トレー ク神 殿 の聖 壇の前 にぬ かず いて、主に心 の思 い

を打 ち明けた。 彼 は、 ウ ッ ドラフ大 管長が 自分 よ りも長生

きす るよ うに と、また教会 を導 くよ うな重荷 と責任 の職 に

自分 が召 され るこ との ない ように とどれ ほ ど熱烈 に祈 った

/



ことかを、思い起こして欲 しいと主に再度訴えた。 しかし、
「あなたのみ心がなります ように。私はこれまでこの責任 を

求めたこともあ りませんでした。・でもみこころならば、私

はこの身をみ前にささげ、あなたの導 きと教 えを求め ます。

どうぞ私に対す るみこころを示 して下さいます ように」と、

祈 り求めた。

この祈 りが終わった後、彼 は答えを、それも主か らの何

か特別の現わ.純を期待 した。彼は待 って待 って待って、待

ち続けた。 しか し何の答えもなければ、声 も現われもなか

った。彼は深い失意の うちに部屋 を出て、日の光栄の部屋

を通 り過 ぎ、彼の部屋に通 じる広い廊下へ 出た。そしてそ

こで最 も輝かしい現われが彼に与えられたのである。この

体験を最 も美し く記録 した人物の中に彼の孫娘ア リ・ヤ ン

グ ・ポン ドがいる。ある日、彼女 とスノー大管長がソル ト

レー ク神殿の中を歩いていたときのことである。彼女は次

のような会話があったと記録 している。
「私たちが祖父の部屋 を出て、日の光栄の部屋に通 じる

広い廊下を歩いていたときのことでした。私はその とき祖

父の数歩前を歩いていました。ちょうどそのときおじいさ

んは私 を止めてこう言いました。『ちょっとお待 ち、ア リ。

お前に話 したいことがある。 ウッドラフ大管長が亡 くな ら

れたとき、主イエス ・キ・リス トが私にみ姿 を現わされたの

は、ちょうどこの場所だったんだよ。……』

それか ら祖父は私の方へ一歩歩み寄ると、左手 を伸 ばし

てこう言いました。『主はちょうどここに立っておられたん

だよ。床から1メ ー トル位の所だった。純金の台座の上に

立っておられるようだった側』

祖父は、救い主が どれほ ど栄光に満 ちた御方であるか説

明して くれ ました♂ また、救い主のみ手、み足、表情、そ

れに美しい白衣 などについて細か く説明し、それが皆非常

な白さと輝 きとに満 ち満 ちていたため、救い主をまともに

見ることができないほ どだったそうです。

それか ら祖父は私の方にもう一歩近づ くと、右手を私の

予言者 ジョセブは、カ ー トラン ド神殿の献堂式の最 中、「救 い

主がある人々にそのみ姿を現わされた」と記録 している

騨
グプ

賢.

頭 の上 に置いて 、こ う言 い ました。『ア リ。 決 して忘 れない

でお くれ。 これが お前の お じいさんの証 だ。 お じいさんは

神 殿の この場所 で救い主 と実際 に会 って、救 い主 と顔 と顔

を合 わせ て話 を したん だ よ。』」(Deseγ ε厩 働8「 デゼレ ト

ニ ュニ ズ」1938年4月2日 号p.8)レ

初 期の改宗者 のひ とり、ア ルフ レ ッ ド ・ダ グラス ・ヤ ン

グは、1841年9月17日 の 朝 、福 音の 原則につ いて彼の兄弟

と話 をしていた。 その とき、彼は 「みた ま」 に強 く感 じて、

どこか ひ と りき りになれ る場 所へ行 きた くなった。 そこで

彼 は 、兄弟 の家か ら少 し離 れた森 の中に 入 ると、「汝、われ

に従 い来 たれ」 と呼 ぶ天使 が示現 で見 えた。

「天使 は 自分が今 来 た方 向に向 か って高 く昇 って行 き、

私 も天使 に従 って行 った。 天使 は私 を父な る神 とその御子

イエ ス ・キ リス トのみ前 に連 れ て行 った。 御二方 と私 の間

には 、仕切 りが あ った。 しか し私 に は、御 二方が玉座 に座

って お られ るの が見 えた。 私 は 自分の手 に純 白の 麦の束 を

握 っていた。

私 の左側 に祭 壇が あった。 またす ぐ前 に も祭壇 が あった。

私の 左側の祭壇 は 、高 さが1メ ー トル、す ぐ前 の もの は50

セ ンチほ どの高 さであった。私 は 、握 って いた麦の束 を、

主 に対 す る捧 げ物 として左側 の祭壇 の上 に供 え た。私 は頭

を垂 れて 、す ぐ前 の祭 壇の上 に ひ ざまず いた。 その祭壇 も

や は り玉座 の前 にあった。

私は御子 イエ ス ・キ リス トの み名に よ り、祭壇 の上 に供

えた捧 げ物 を受 け入れて下 さるよ う、父な る神 に祈 り求 め

た。'

私 が祈 って い る間 に、仕切 りは取 り除かれ た。そこで私 は

立 ち上 が った。 イエ スが立 ち上 が り、御 父の側 か ら歩み 出

で 、私 の立 ってい る所 まで来 られ た。私 は御二 方のみ前 に

いて、 その栄光 を仰 ぎ見て いた。

す る とイエ スは私 に 『汝の捧 げ物 は受 け 入れ られ た り。

汝その解 き明か しを知 りた く思 うや 』 と言 われ た。私が 、

『主 よ
、知 りたい と思 います 』 と答 える と、私 を導 いて来

て くれ た天使が 、 『見 よ』 と言 った。 私 が見 る と、あ らゆ

る国 々、血族 、国語 の民が 、数知 れぬ ほ ど多 くの群 れ をな

して神 の玉 座の 回 りに上 って来 るのが 見えた。彼 らは地に

ひれ伏 して 、神 を礼 拝 し、神 に栄光 を帰 して いた。 その と

きイエスが言 われた。 『この人 々は 、汝の働 きに よ りて わ

が御 父の王 国に導 き来 た るべ き人 々な り。 しか し、こは、

汝が祭 壇に供 え置 きたる捧げ物 の解 き明か しな り。』」 「ア

ルフ レッ ド ・ダグラス ・ヤ ン グ乃嘘0配ogγ αρ配CαZJo卿 一

ηαZ「 自叙伝」1808-1842、pp.3-13)

オ ル ソン ・F・ ホ ィッ トニー長 老は 、東部 諸州 で宣教 師

を して いた頃 、ある晩 、次 の よ うな示現 を受 け た。

「私 はゲ ッセマ ネの園 にいて 、苦 悩す る救 い主 を 目撃 し

てい た もの と思 われ る。私 は人 を見 る ときと同 じには っき

りと救 い主 を見 た。 私が前 方の 木の陰 に立 っている と、イ

エ スがペ テ ロ、ヤ コブ、 ヨハ ネ を伴 い、私の右 手の小 門を

くぐって来 られ るのが見 え た。神 の御子 は3人 の使徒 をそ

こに残 し、ひ ざまず き祈 るよ うに言 ってか ら、園の反 対側

へ行 きひ ざまずいて祈 られ た。聖 書 を読 む者 な らばだれ で

も知 って いる、 あの祈 りだ った。『わが父 よ、 もしで きるこ

とで したら どうか 、この杯 をわた しか ら過 ぎ去 らせて くだ

さい。 しか し、私の思 いの ま まに ではな く、み こころのま
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し

まになさっ・て下さい』と。

祈っている間、こちらを向いている救い主の頬には涙が ・

流れ落ちた6私 はその光景に感動 し、純粋な同情の気持か

ら自分 も泣いた。心 はすっか り救い主に注がれ、私は魂の

すべてをこめて救い主 を愛 し、ほかに何 もいらない、ただ

救い主のそばにいたいと切望 した。

ほどな く救い主は立ち上が り、使徒たちがひざまずいて

いた所へ行かれた。す ると、何 と彼 らは ぐっす り寝入って

いたのである。だが救い主は彼 らを静かに揺すって起こし、

少しも怒 りやいらだちを見せずに穏やかな調子でたしなめ、

たった1時 間も一緒に目をさましていらなかったのか と、

悲しげに尋ねられた。救 い主が世 の罪の耐えがたいほどの

重みを双肩に担い、すべての男女子供が受けるべき苦 しみ

にその鋭敏な心を刺 し貫かれていた というのに、使徒たち

は ものの1時 間 も一緒に 目をさましていられなかったのだ。

救い主はもといた場所へ戻 り、前 と同じ祈 りを捧げてか

ら使徒たちの所へ帰 ってみると、またもや彼らは眠ってい

た。救い主は今度 も彼 らを起こし、再びたしなめてかち も

う一度戻 って祈 られた。 これが3回 も続いて、私は救い主

の表情や姿や動作な どをつぶさに見ることができた。救い

主は堂々たる体躯 と威厳ある風貌で、ある画家たちが描い

たようなめめ しくひよわな方ではまった くなく、幼な子の

ように柔和で謙遜な、まさに神たるお方であられた。

と突然、状況はそのままで、あたりの雰囲気が変わった

ような気が した。先刻 と違い、十字架にかけられた後で、

救い主は3人 の使徒 と一緒に私の左手に立っておられた。

彼 らは今にも天に昇って行 くところだった。私はもうこら

えきれずに木の陰か ら飛び出して、救 い主の足元にひれ伏

し、ひざを抱 きしめ、 どうか一緒に連れて行って下さい と

嘆願 したのである。

救い主はかがんで私 を起こし、腕に抱 きしめて下 さった

が、その穏やかな優 しいしぐさを決 して忘れることができ

ない。それは実に鮮やかに、はっきりと私の胸に焼 きつい

ている。救い主の腕に抱かれると体のぬ くもりを感 じた。

救い主はこの上な くやさしい口調で、 層『いや 、息子 よ』 こ

れ らの者はその業 を終えて、わたしと共に行 くことがで き

る。 しかしあなたはここに とどまり、あなたの業 を終えな

くてはならない』と言われた。私はそれでも救い主に しっ ノ

か りと取 りすがっていた。私は救い主のお顔を見上げ一

というの も主は私 よりも背が高かったから一 必死の思 レギ

で哀願 した。 『では どうぞ1い つかみ前に行けるとお言葉

を下さい。』す ると救い主はやさ しく慮ほえみながら、『そ

聯 綜 醤 る♂聯 れ◎」(蟹9漸1974
デゼ ヅド・0・ヤッケイ大管長は世 界旅行の途中、サモアの

アピアペ向かう船の中で、「極めて荘厳な光景を示現で見た。」
丁遠 くに、美しい白い街並みが見えた。距離はかな りあ

ったが街のここか しこに、芳香な実 をつけた木々や、見事

な彩 りの葉 をつけた植 え込みや、満開に咲 き誇った草花が

あるめが見えた。上空の青空も、正にこの美 しい彩 りを反

射 しているかのように見えた。その とき私は、一団の大群

衆が、その街 に近づいている光景が目に入った。その人々は

皆、白いゆった りとした衣 とかぶ りものをつけていた。私は

す ぐにその群衆の指導者の姿に目が留まった。私はその方
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の顔かたちを横か らちらっと見ただけであったが、す ぐに

その方が どなたであるかがわかった。救い主であった。救

い主のみ姿の輝 きは、正に栄光その ものであった。救い主

の周囲には安 らか さがあった。荘厳な安 らかさがあった。

全 く神々しい光景であった。'

その市は、救い主の市であった。それは永遠の市であっ

た。救い主に従っている人々は、そこに平安な、また永遠

に幸福な状態で住むことになっていた。

だが、この人々は一体だれなのか。

救い主は私の胸の内をお察 しになられたかのように、そ

の人々の上空に突然現われた半円形のものを指差 して、答

えて下 さった。それには、金で次のような言葉が刻 まれて

あった。
「この人々は世に打ち勝ちたる人々、真に再 び生 まれ変わ

りたる人々な り。」(Cん θ醤5んedE仰 θ冠θ箆cεs「なつか しい

経験」p.102)

今 日生 きている人々の中にも、個人的に救い主 とまみえ

るとい う栄えある体験 をしたものの、まだその体験を公に

す ることを禁 じられている人々がいる。

誠にこの教会はキ リス トの教会であり、主は、みこころ

のままに御 自身 を現わすことができるのである。

1974年4月 の総大会の閉会説教の とき、スペ ンサー・W・

キンボール大管長は、ジョージ・F・リチャーズ長老の述べた

夢について話をした。当時、リチャーズ長老は十二使徒評議

員会の会長であった。リチャーズ長老は次のように言った。
「私たちが大切 な夢 を見るにふさわしくないということ

ではない。40年 以上前に私はある夢 を見たが、それは主か

らの ものであると私は確信 している。私はこの夢の中で、

中空に立っておられる救い主のみ前にいた。私は主から何

の言葉 も受けなかったが、主に対す る私の愛は、筆舌に尽

くせないほ どであった。この世の人はだれも、神が示 しを

与えたまわない限 り、私が救 い主に対 して感 じたような愛

を主に抱 くことはできないことを私は承知 している。私は

そのまま主のみ前にとどま りたかった。けれ どもある力に

よって私は主から引き離された。

その夢を見た結果、私は、何が求め られようと、福音が'

私に何 を求めようと、私に求め られるものはたとえ命でも

差 し出そうという気持に駆られた。……

救い主 と一緒にいることができ、あの夢の中で味わった同

じ愛の気持 を抱けるならば、それこそが私の存在の目標 であ

り、生涯の望みなのである。」(「聖徒の道」1975年2月 号p.51)

ジョセブ ・ブイールデング ・ス ミス大管長は、次の ホう

に書いている。
「次のような主の約束 を信 じている人々が何千何万 とい

る。 『その罪を捨ててわれに来た り、わが名 を呼び、.わが

声に従い、わが誠命を守 るあらゆる人々は、わが面 を見て

われ在 るを知ること「あらん。』(教 義 と聖約93：1)そ して、

これは、望むならすべての八々が知 ることができるよう、

全世界に住むあらゆる人々に与 えられた約束なのである。」

(1卿70ッ 卿e励Erα 「インプルーヴメント・エラ」33・：726)

(アイバ ン ・J'・パ レットはブ リガム ・ヤング大学で教会

歴史 と教義 を教 える准教授で 、BYU第10ス テ ーキ部の祝

福師で もある。)
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イエ スがその 身に苦 しみ を負 い、購 いの犠 牲 を払 われた

週の5日 目、栄 えあ る復 活 を間近 に控 えた木曜 日の ことで

あ る。 ペテ ロ とヨハ ネは イエ スの指 示 を受 けてエ ルサ レム

に 出か け、ひ と りの 男に会 った。 そ して、その 男の家の二

階の広 間 を借 りる手は ず を整 えた。 それ は、主 と十二使徒

た ちが そ'こで過 越 しを祝 うため であ った。

その夜、一 同が集 まって いた ときに 、 「自分 たちの 中で

だれが いちば ん偉：い だろ うか」(ル カ22：24)と 言 って 、

弟子 たちの問 で争論 が始 まった。 この よ うな こ とは以前に

も何度 かあ った。 そ こで主は言 われた。 「あな たが たの中

で いちばん偉 い人は いちばん若 い者の よ うに 、指導 す る人

は仕 える者の よ うに なるべ きで あ る。」(ル カ22：26)以 前

に同様 の争論 が起 こった とき、イエスは幼 な子 を例 に取 り、

互 いに言 い争 う弟 子た ちに教 え を授 け られ た こ とが あ った。

その と き、 イエ スはひ と りの幼 な子 を前 に立たせ て言われ

た。

「よ く聞 きなさい
。 心 をいれか えて幼 な子 の よ うにな ら

なければ 、天国 にはい るこ とは で きな いであ ろ う。

この幼 な子 の よ うに 自分 を低 くす る者が 、天国 でいちば

ん偉 いの であ る。」(マ タイ18：3、4)

しか レこの過 越 しの夜 に、 イエ スは さらに感 銘深 い模 範

を示 され たので あった。 しか もそれ に とどま らず 、その夜

遅 く、 ゲ ッセマ ネで苦 しみ もだ える中で、 さ らに大 きな例

え ようの ない模 範 を示 され たので ある。「その 汗が血 の した

た りの よ うに地 に落 ちた」(ル カ22：44)と 主 の苦 しみの

深 さが描写 されて いる。 そ して、 その夜 か ら翌 日にか けて

続 いた苦 しみ と屈辱 は、十字架 上での死 をもって終わ りを

遂 げたので ある。

ヨハ ネは木 曜 日の夜 の出来事 を次の よ うに記 して いる。

「(イエス は)夕 食の席 か ら立 ち上が
って、上着 を脱 ぎ、

手ぬ ぐい を とって腰 に巻 き、それか ら水 をた らいに入れて 、

弟子 たちの足 を洗 い、腰 に巻 いた手ぬ ぐいでふ き始 め られ

た。」(ヨハ ネ13：4、5)
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「こうして彼 らの 足 を洗 ってか ら
、上着 をつ け、.ふたた イエ スの教 えを よ く知 ってい る人は 、「主 は導 き と恵み を

び席 に も どって、彼 らに言 われた 、『わた しが あなたが たに 施す 業 を始 め られ た ときか ら愛 につ いて教 えて こ られたに

した こ とが わか るか。.・ もかか わ らず 、なぜ これ を新 しいい ま しめ と言 われたの だ

あ なたがたはわ た しを教 師、 また主 と呼ん でい る。 そ う ろ うか」 と、 当然不 思議 に思 うこ とだ ろ う。 山上 の垂 訓の

，言 うの は正 しい。 わた しはその とお りで ある。 中で述べ られ た八福 の教 えの根底 に ある もの は、愛で ある。

しか し、主で あ り、 また教 師 であ るわ た しが 、 あなたが 主 は その垂 訓の 中で も、人は その隣1り人 を愛す るだけ でな

たの 足を洗ったか らには 、あな たがた もまた、互 に 足を洗 く、次 にあげ る ことを行 な う責任 を も負 う と告 げてお られ

い合 うべ きで ある。 る。「あなたが たの敵 を愛 し、の ろ う者 を祝 福 し、憎む者 に

わた しがあな たがたに した とお りに 、あなたが た もす る 善 をな し、 さげす む者 、迫害す る者の ため に祈 れ。」

よ うに、わた しは手 本 を示 したのだ。」(ヨハ ネ13：12-15)(欽 定 訳マ タイ5：44)

こ れ こそ、 だれが いちばん偉 いか と争論 した弟子 たちの 主 は らい病人 を清め 、中風の 男や百卒 長 の僕 、長血 をわ

問 いに答え る、最 高の貴 い模 範 であ る。 ず らってい る女 、その ほか大勢 の人 を癒 じ、愛 と慈悲 とを

それか ら間 もな くして主 は言 われた。「よ くよ くあなたが 身 をもって示 され たの であ った。 また、お しが 物 を言 え る

たに言ってお く。 あな たがたの うちの ひ と りが 、わた しを よ うに、目しいが見 え るように 、そ して耳 しいの耳が聞 こえ

裏切 ろ うとして い る。」(ヨ ハ ネ13：21)そ して主 イエスは るよ うに され た。 主 は また 、悪霊 を追 い 出 し、や もめ の息

「一 きれの食物 をひ た して取 り上 げ」(ヨハ ネ13：26)
、イ ス 子や ヤイロの娘 、 それ に ラザ ロを死か ら蘇生 させ 、彼 らを

カ リオテのユ ダに与 えて言 われ た。「しよ うとして い るこ と この世 に 引 き戻 した もうたので あ った。

を、今 す ぐす るが よい。」(ヨ ハ ネ13：27)「 ユ ダは一 きれ 主 は貧 しい者 に も心 を向け られ た。 そ して、施 しをす る

の食物 を受 け る と、す ぐに 出て行 った。時 は夜で あった。」 よ うに人々 に教 え、御 自身 も大 勢の 人々 に食物 を与 え られ

(ヨ ハ ネ13：30)た 。 また人 々の罪 を赦 し、人々に も他 の 人を赦 す よ うに と

切迫 した 出来事 を予期 してお られ た主 は、11名 の使徒 に 教 え諭 され た。 さらに主は 、すべ ての戒 め をふたつの大 き

次の ように述べ てお られ る。 な戒 めに ま とめ られ た。「心 をつ くし、精 神 をつ くし、思 い

「今や 人の子 は栄光 を受 け た
。神 もまた彼 に よって栄光 をつ くし、力 をつ くして 、主 な るあな たの神 を馨せ よ。」

をお受 けにな った。」(ヨ ハネ13：31)「 自分 を愛す るよ うにあ なたの隣 り人 を愛せ よあ'(マ ル コ

「子 た ちよ
・わた しは まだ しば ら く・あなたが 酵 瀦12 ・二30・31)・

に いる・ ……今 あな たが たに も言 う・『あなたが たはわ た し .イ チ スが弟 子 たちに この新 しい宣告 を下 され たか らと言

の行 く所に来 るこ とは で きない』。」(ヨ ハ ネ13：33)壽 麺 、他 の戒 めが直 ちた廃 止 され たわけ では決 して ない。
「

ここで主は 、使徒 たちに次の ように宣 言 され たの であ っ 趣 む しろ主 は、ふ たつの大切 な戒め を守 る こ とはそれ 自体 、

た。 他の すべて の戒 め を守 るこ とに結 びつ くとい うこ とを、弟
「わた しは

、新 しいい ましめ をあな たが たに与 える、互 子 たちに よ く理 解 させ よう とされ たので ある。 心 をつ くじ、
＼に愛 し合 いな さ

い。 わ た しが あなたが たを愛 した よ うに、 精神 をつ くし、，思 いをつ くし、力 をつ くして主 を愛す る人
馳あなたがた も互 に愛 し合

いな さい。 の 中に、 その他 あ主の教 え をなお ざ りにで きる者が いるだ

互 に愛 し合 うな らば 、それに よって、 あなたがたが わた ろ うか。

しの弟子 であ るこ とを、すべ ての者 が認め るであ ろ う。」 使 徒 ゴパネ は、彼の 第一 の手紙 に この よ うに書 いて いる。

(ヨ ハ ネ13：34、35)「 愛 す る者 たち よ。 わた しが あな たが たに書 きお くるの

は、新 しい戒 め ではな く、あな たが たが初 め か ら受 け てい

た古 い戒 め であ る。 その古 い戒 め とは 、あ寮たが たがすで

に聞い た御 言で ある。」(1ヨ ハ ネ2：7)

さ らに ヨハ ネは記 して いる。「これ が、 あなたが たの初 め

か ら聞 いて いたお とず れで ある。」(1ヨ ノ'・ネ3：11)

ま た ヨハ ネは、主の み言葉 を使 って語 って いる。ワしか も、

新 しい戒 め を、rあな たが たに書 きお くるので ある5そ して、

それ は、彼 に とって もあなたが たに とって も、・真理な ので1南 る
。 なギ タ ら、や みは過 ぎ去 り、 まこ との光 がす でに 輝

いてい るか らで ある。

磯 潔 禦 端 智 であつて・つまずくこと
場上の言葉 を通 して愛弟子 ヨハ ネは、愛の戒めが 「古 く」

..も南り 「新 しく」 もあることを告げ、イエスの語 られた言

、葉の意味 をi理解する大切 な手がか りを与えている。モーセ
の時代 に記 された聖典には、すでにこれ らふたつの戒あが

1g4
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見受 け られ る。「あな たは心 をつ くし、精神 をつ くし、力 を

つ くして 、あなたの神 、主 を愛 さな ければ な らない。」(申

命6：5)「 あ な た 自身の よ うに あなたの隣 人 を愛 ぎなけ

れば な らな い。」(レ ビ19：18)

確 か に 、愛 の戒め は 「古 い」 もの であ った。 しか ヒヨハ

ネが告 げて い るよ うに、 この世 に来 られた イエ スは 「まこ

との光」 で あ り、 「新 しい戒め 」は主 イエ スに とって 「真

理」 で あ り、 「すで に輝 いてい る」 ので ある。(1ヨ ハ ネ

2：8、10)主 は 「まことの光 」で あ り、主御 自身 その戒

め を体現 されたの であ る。

いつ の時代 に も、イエス ・キ リス トは 貴 い愛の模範 であ

る。主 イエ スは この世 にお いて、愛 の戒め を再 び確認 され

た。 その結果 、 これ は 「新 しい」戒め と言 われ るよ うに な

ったので ある。 ヨハ ネは愛 の戒 め を 「新 し く」 また「古 い」

と言及 してい るが 、現代 の神権 時代 にお いて も同様 に、福

音全体 またはその一部 は「新 し く」かつ 「永遠 の」 とい う表

現 を もって呼 ばれ ている。(教義 と聖約22：1;132：4)

しか し主 は言 ってお られ る。 「わた しは 、新 しいい まし

め をあな たが たに与 え る、互に愛 し合 い なさい。」この聖 句

か ら明 らか な よ うに、主 は 「新 しい戒 め」 に さらに別 の意

味 を持 たせ 、弟子 た ちへ の新 しい標準 とされたの であった。

以前 は 「自分 を愛す るよ うにあな たの隣 り人 を愛せ よ」 と

教 えてお られたが 、今 は 「わた しが あな たがた を愛 した よ

うに、 あなたが た も互に愛 し合 い な さい」 と告 げ られ だの

であ る。 人間の限 りあ る思 い を愛の標準 と して用 いるこ.と

は、 もはや適 当で はなか った。 神の下 され た標 準 、言い換

えれば主御 自身 を愛 の標 準 としなければな らないので ある。

主 はニー フ ァイ人の12人 の弟子 に も同様の こ とを教 え ら

れ た。 「汝 らは いか な る人物 にて あ るべ きか」 と彼 らに問

いかけ 、続いて 「まことに汝 らは われ と同 じ人物 な らざる

べ か らず」 と御 自らそれ に答えて お られ る。(IIIニ ー フ ァ

イ27：27)主 は 神 か ら下 された標準 で あ り、私 たちは 自分

た ちの生 活 をその標準 に添 った もの としなければ な らな い

ので ある。

モル モン経の偉大 な予 言者は 、 「新 しい戒 め」 にさ らに

もっひ とつ の考 え方 を加 え、イエ.ス を愛の模 範 と してい る。

「この 愛はキ リス トの純粋 な愛 であ って永遠につづ くも

ので ある。 従 って終 りの 日に この ような愛 を持 ってい る人

は さいわいで ある。

それ であ るか ら、私 の愛 す る兄 弟 らよ、あな たたちは㍉

神 が御子 イエ ス ・キ リス トに真 に従 う者 たちに一 人の こち

ず与 えた もうた この 愛で 自分 た ちの胸 を満 すため にあ りた

けの心 をつ くして御 父に祈 れ。 これは また、あ なたた ちが

神 の子 ら とな るため で ある。神 の現 われ た もう時 には神 を

そのあ りの ままの姿 で見 るに ちが いな いか ら、その時 には

神 に似 た者 にな るこ とが で きるため で あ り、 また私 たち も

神 の よ うに清め られ ると言 う望 み を持 たん がため であ る。

・アー メン。」(モ ロナ イ7：47、48)

息 子 モ ロナ イが記 した このモル モンの教 えか ら、キ リス

トの 純粋 な愛 、す なわ ちキ リス トが有 して お られ る純粋 な

愛 こそ 、全 人類が持つ よ うに と主の望 ん でお られ る愛 であ

一
観_陶 三 横欝驚
に欝 繍 鵬 難潔 考：麓総
ることを告げて℃為。主がその使徒たち錯 凍gよ うに も芦

われたか らである」互に愛 し合 うならば∴それにょって、

あなたがたがわた」の弟子であることを、すべてめ者が認

め るであろう。」(…‡ハネ13：35)

主が以前に弟子たちに与えられた愛の教 えは、全人類を

愛するように とい うものであ り、すべての人を愛せよ、自

分 を愛するようにあなたの隣 り人を愛せ よという、一般的

な戒めでろった。 しかし、だれがいちばん偉いか と十二使

徒たちの間で争論があったときに、主は 「新 しい戒め」 を

下 されたのである。その夜、他の弟子たちは知 らなかった

が、弟子のひ とり、イスカリオテのユ ダは主 と仲間を公然

と裏切ろうとしていた。そしてほ どな くして、主は御 自分

の命を捧げ、この上ない愛の模範を示そ うとしておられた

のである。 このような状況の下にあって、主は、以前に与

えられていたような広 く一般的な ものではな く、明確で非

常に具体的な愛の戒めを与えられたのであった。すなわち

弟子たちに、御 自分が彼 らを愛 したように、彼らも互いに

愛し合 うよう告げられたのである。そしてさらに、互いに

愛 し合 うならば、彼 らが主の弟子であることをすべての人

が認めるであろうと告げ られた。一般の人々を愛するだけ

では十分ではない。弟子たちはそれぞれ互いに愛 し合わな

ければならないのである。

以上をまとめると、聖典は主g「 新 しい戒め」に関して

少な くとも次にあげる匿3つの基本的な考え方を述べている。

第1に 、回復された福音が 「新し く」かつ 「永遠の」誓約

を表わすと同様に、愛の戒めは 「新 しく」かつ 「古い」 も

のである。第2に 、 「新 しい戒め」はより高い愛の標準 を

全人類に与えている。主は 「わたしがあなたがたを愛した

ように、あなたがたも互に愛 し合いなさい」 と弟子たちに

命 じられた。第3に 、互いに愛 し合 うことが弟子たる証拠

であると主は宣告 された。偽 りの博愛主義者は、 「全人類

を愛する」 という格好の隠れみのでその身をおお う。 「全

人類を愛する」だけでは十分でない。主の弟子たちは互い

に愛 し合 うのである。

これは当時の十二使徒に与えられたチャレンジであ り、

彼 らはそれを十分に意識 していたように思われる。そして

この弟子たちと同じようにキ リス トを愛の標準 とする私た

ちは、なお一層謙遜にならざるを得 ないのである。

(デ ビ ッ ド ・H・ ヤ ーン ・ジ ュニア ：ブ リガム ・ヤ ング大

学哲学科 教授 で あ り、メルケゼデ ク神 権教科 課程準備委 員

会 の一 員 と して働 い てい る。 現在 、オ ー レム ・ユ ダ ・シ ャ

ロンステ ーキ部 オ ーレム 第23ワ ー ド部 に所属 してい る。)
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「ババのため にお祈 リ して」

私は21年 前の4月 に、教会の総大会

で、初めてソル トレーク ・タバナ クル

を訪れ ました。建物の大 きさに も圧倒

されましたが、それ以上に、そこに集

まった大勢の教会幹部を目に して、恐

れに似た気持を覚 えたものです。

それまでに も、教会幹部は何 人もモ

ンタナ州の私たちの小さな支部 を訪問

していました。当時はテレビがあ りま

せんでした し、ラジオで大会の模様 を

聞 くこともできませんでした。ですか

ら私たちは、教会幹部の訪問を特別な

祝福 として待ち望んでいたのです。彼

らは他の人たちよりも大 きな力と信仰

を持っているように、私には思えました。

そして21年 前の4月 、私は教会幹部

の力の源をひとつ発見したのです。

私は、エズラ ・タフ ト・ベンソン長

老の6人 のお子さんたちと並んで席に

着 きました。ひとりが私の大学のルー

ムメイ トだったからです。マ ッケイ大

管長が席を立って次の話 し手 を発表さ

れたとき、私の関心はますますつの り

ました。マイクに向かうベンソン長老

を、私は尊敬のまなざしで見守 りまし

た。私はそれまでに一度 もベ ンソン長

老にお会いしたことがありませんでし

た。長老は180セ ンチは軽 く越す背丈

の高い方でした。博士号を持 ち、合衆

国農務長官として国際的に知 られてお

イ レ イ ン ・S・ マ ッ ケ イ

り、主の特別 な証 し人で 、確信 に満 ち

落着 いて見 え ました。世 界 中の人々 に

演説 を して きた方 です。その とき突然 、

だれかの手 が私 の腕 に触れ ました。小

さな女の子 が体 を もたれて私 に言 っの

です。「パパ のため にお祈 りして。」

私 は ち ょっと驚 いて考 え ました。

この列に 伝わ って い るの だわ。 それ な

ら私 も隣 りに伝 えな くちゃ。『ベ ンソン

ン長老の ため に お祈 りして 』 と言 うの

かな。 それ とも 『お父 さんの ため にお

祈 りしてって言 って るわ よ』 と言 うの

かな。」ぐず ぐず していられ ない と思 っ

たので 、私 は ただ、「パ パの ため にお祈

りして」 と耳 うち し ました。

見て い ると、その ささや きは列 を伝

わってベ ン ソン姉妹 の席 まで届 き まし

た。姉妹 はすでに頭 を垂 れてい ま した。

私は あの 日か ら、パパ のため にお祈

りして 、家 族の祝福 師 であ る父親 の た

めにお祈 りを して、 とい うあの 言葉 を

幾度 も思 い 出 して きま した。 地 方部 長

と して、あ るいはホーム テ ィー チャー

と して働 くお 父 さんの ため に祈 って下

さい。 市民 グルー プの責任 者 になっ た

と きや 、仕事 が順調 な とき、サ ラ リー

が カ ッ トに なった とき、お父 さんの た

め にお祈 りして下 さい。 家庭の 夕べ で

お 父 さんか教 え ると き、祈って下 さい。

息子 が伝道 に行 けるよ うに 、娘 が大学

に行 け るよ うに遅 くまで働 くお父 さん

の ため にお祈 りを して下 さい。 お父 さ

んが聖 餐会 で話 をす る ときや 、病 気の

お母 さんが 良 くな る ように祝福 をす る

とき、お父 さんの ため に祈 って下 さい。

子供 にバ プテスマ を施 す と き、生 まれ

たばか りの小 さな赤 ち ゃん に命名 して

父親 の祝 福 を与 える とき、お父 さん の

ため に祈 って下 さい。夜 にな って お父

さんが疲 れ た り落：胆 した りして帰 って

きた ら、お父 さんの ため に祈 って下 さ

い。小 さなこ とで も大 きなこ とで も、

なす こと全部 につ いてお 父さんの ため

に祈 って あげて下 さい。

あれか ら歳月が過 ぎる間に総 大会 は

何 回 も巡 って きま した。私 はベ ンソ ン

長 老が立 って話 され るたびにいつ も、

「ア メ リカの各地 に移 り住 む よ うにな

ったお子 さん たちは 、今 もひ とつ にな

ってお 父さんの ために祈 って いるに ち

が い ない」 と考 え るの です。

そ して私 は 、21年 前 に大 会の あの席

で ささや き伝 え られた あの言葉が 、家

族 に とって最 も大切 なこ となの だ と考

え るよ うにな りました。 どこに いて も

「パ パの ために お祈 りして」 とさ さや

く娘や 息子 を持つ お 父さんは 、毎 日の

チ ャレンジ と取 り組 んでい る間 も、 ど

れほ ど大 きな 力 と信仰 が持 て るこ とで

し ょう。

196



二61

｢。q§£!〉,)γ一喜膏'⊃.しマ･字⊃グ≧

q)ソ書身》諺←3。,臥)$⊆アn丸《詳←

緊'貿つ4(も.4｢獄へ･べ}し身Vむ

㌧9q}し季し(払4(44Lへ詳9ア婁'婁?

孝詳》身ぞしを'寧1乙孝εぐ壱つγ孟1宇

｢。ア鐸$

←アqq詳9撃'宰1･(ε!⊆ア巽乙キεぐ｣

04コ準丸脈然4Qぞ0'ぞ管(孝辞淳Q⑦【へ9

。4つ準マ》遅44喜(〃(44(き3='マコ葵

㌧字マ='ωQωLへ辞＼)(∠建ムA⊃訴A(ぎコ《φ

淳払ヨ。4コ準0440窪ぞ'孝マ準(〃･奢

v⑦老㌧9ζムキEぐ壱｢!γ詑1ア'奏ぞωセ

04つ季(綱ア霧Q⑦･へ9:'寧1(4⊇埠3='

｢。⊃.し丸A§誹〉).し(}準'尋丸へ£∫←ア

婁ムキEぐo宇9アコ準りQ⑦Lへ辞｣。4

つ罫へ燃4壬(〃)敦〃し乙'ぞ?,窪。4つ季

丸A(幸つ身宰R'(ゴ｢4(Σ島)§4⊃埠寧に1(き

2='》し準し(ぎ⊃1むv'(豪(4畔(裁～2

。4

コ払(潔4管.創γ耳←を＼鉢ヘア(ゴ=!｢←2

＼)ω･へ身穿つ魁¢7穿§9=⊃1(44ぞ9劇

㌔4乙牙Eく。⊇r1準嘉⊃.し準し(事⊃1マ丸へ

(〃∠.砕Eぐ･》つγ勲丁'4(44qε!←ア塁

⑦q吾¥:。,臥)ぞ=(〃⊇!き4←(軌(〃目管(ぎ

r1⑦＼､εP⑦～匹⊇μ;ギ?:⊃

拶へ
､

醸

%.･霧纏

翻､

㊥



㊥

198

v

括 お とも

へ

フ

を
駅

十二 しとひ ょう きい ん会 会い ん

ヒ ュ ー･B･フ ラ ウ ン

わ た しは､イ エ ス さ まが で ん ど う し て い

ら っ し ゃ っ た と こ ろ を､り ょ こ う し ま し た。

そ して､イ エ ス さ ま が､い つ も子 ど もた

ち を､あ い して い ら っ し ゃ っ た こ と を､思

い 出 し ま した 。

エ ル サ レム で 十 じか に お か か りに な っ た

あ と､イ エ ス さ ま は､ア メ リカ 大 り くに い

ら っ し ゃ い ま し た。

ア メ リカ 大 り くで は､大 じ し ん や あ ら し

で､た くさ ん の 人 が し に ま した 。 生 きの こ

っ た 人 た ち が､し ん で ん の ま わ りに あ っ ま

黒

ド

ぎ

へ

　

ミ

お

ヤ

籔
蟹

臥

謝
蹴

.＼

糟転

欝　叢

黙

躍
蒙
･･
.･騨

エ

ド

　

ボ
　

ヨ

ヒ
　

ジ

い
　

ミ

慧

＼＼
態
灘
　灘
灘
澗

黙寒
響
難
饗
麟

･

㌦

∴

恐

蛎

纒

難
罵
頴銭

.

ダ

嚢
.ー

･∴
､い激紬

磯

撚
.

誓

.灘
鵠

諺

ド､

騒

騰灘

弊
響郵
縄

睡

､野

灘

..

.

､鍵

瞬

懸

灘

醐
礁
響

灘

･
.講
罐

鹸

ヒ

て
　

ミ

ほ　

や

い
揺
た
糎

澱

ま
､

　懲

て

し

も

､

つ

に

ら

の

つ

嵐

㌔

礁

陶



66i
。素)(〃身§ε!〉}コq(ぎ'孝(44∩4

9＼)q(胚(尋η!〕(ド字ア1'宰洋:§YTナ

o←アつ準6尋⊃にム字》(〃季§Zてジ(豪し

q。↓季ミ,)4厚(Σ毛蝉Q〔舟孝ηを'穿⊃1毒～ぞ

⊇!(ン準='つ(髪身〉尋コアR=丸ハ管酵'剰

穿享9妾『oq§ε!〉).つコ匹ア7･◎潔髪

黛ひ冑『私字管冬)6ω･僻)/ソ身'宰1

⊃に醒6=』Q･へ§£!〉)一コ(1ωqεr'⊃悸

≦～彰窪ω≧6'}(ン宇コ胆号辞(∠)準§x=〔へ』

噺).C八A'(4⊇ムへ季コ丸A£!←アミ丸低郭レ

Q=γコ獅へ§

詳〉).｢o(∠八Aξギ'(渥4澤つき4身畢詳》尋

')
.(㌔F準爵0⊃ぱり(阪へぞ(4⊇だ}2～士'劉

季喜X'エレ04｢準丸へ壱つし窪'⊃19宇管

>2一鍵し孝(4⊇!(}3壬'⊃γγ§得窪･をγ§

彰窪(Σq(が}2壬身§･｢/'(ゴ･4τ客を。4｢

準コφfq孝Y(ρミ⊆アの'寧澤§xて髪

Q⊇!/〕季漁毛博ぞ｢?し季)
.潔(浮劉孝

曝婁學㍗A'≠為Ψ｣'コ尋!㍗4望⊃1々口

')/〕老04!〕準Q9§コゑ婁(∠)(ゴ測ミqζ

'鳶ぞ望窯〉ω召
･圭'(イ季(}(事⊃IQ(客準ω妾

ア1々Y'ぞ受穿(ゴ氷=).0辞4準≦～xて髪

｢o宇毛1硬44尋且⊃ぽ片=

ω妾……oア'百孝士9.魅A(事ωつ49｣

。4/〕準q)
､しq

⊆コ'劉率ω老Q⊇!り準(い4(事5¢Y拠へ⑦老

そし･を⊃1(潔3ε'44!玉)γ吾準o･9(律(豪

⊃1'酵£!＼9(ω窪抵へ).しLへ孝⊃1昂。4コ準マ

='陛卜4単(》4≧ζ'ぞ駆(}(ン(ぎ(項払4'尋

ぞ=(〃つ(ゴ(ぎむ/y!1n4し4ρ,創(ρ阜'G

ダ



サ ハ ラ とい うの は､｢ち ゃ い ろ の 無｣と

い うい み だ 。 行 け ど も､行 け ど も､ち ゃ い

ろ の す な と､青 い 空､じ り じ り とて りつ け

る た い よ う､さ ば くの は て か らや っ て 来 て､

さ ば くの は て へ と き え て 行 くキ ャ ラバ ン。

そ れ が サ ハ ラ だ 。

カ シ ム は くた くた だ っ た。 足 が お も くな

っ て､よ ろ よ ろ し て ば か りい た。 で も､は

じめ て の た び だ 。 とち ゅ う で､ら く こ し た

くは な か っ た 。

｢も う ち ょ っ と早 く歩 け な い の か
。 あ い

つ は､ま だ だ め だ な 。 の こ っ て､ラ ク ダ の

サハ ラのすなあ ら し

モ ー リー ン･タ ン

馨



ド∴。9官 P

艶醜呪`三一∫曇○諏物勉
輿坦町'ぞ04じつ阜oア胆'宰1'7ぐ4 ざ

･･ぱ勲ρ(ン靴

畔/(ぎ§。つ一ア'身(影へ(礼54:､4｣
ρ1⊇!9

専払42⊇4管'尋俸4尋←をつηc埠γ

総1鷺鷲ジ 。⊇窟脈叫14Y酒蕾∵マ営毎阜曾↓

.(〃卓罪1ワィ4。q澤穿｢魁伊且臼を'黛3
。⊇窟
.管?翠僻o(〃ワぐ4.｢。マー･ぐ4｣

卯遇聯駕二蔓藩∵箋
､辞｣o誹(〃q!･へ)し尋コ44ζ･偽42⑦')

呼紳⑦管鱒ゼ飾頓ε.4･へ,
･
､).し準つ).穿喜4像卓｢。1γ一･§膨酵｣

。4し4妾霊1(≡～⊇204(ン詳羊1
､翼(Σk().

･へρし'･り津博(〃暫特卑'鋒払拳｢｢⊇｢2

'(臥)季=｣～。4し
･9<母焔(緊穿詳尉⊃10(客

季｢4つ。⊇!マ宵〉宇秘卑(の酵ぞ'9

秘。4皐)九し尋斗管臨40解望'o季§警

敷瀦劉藷挺
し宰1淳5〃4コ9@婁'マ(Σ･へ)訴へ乎04

M乎⊃恒(潔γ自σつ眠へ'詳4σ払へ乎

秘マぐ4'ぞ〉乎4ズ44｢。詳54ζ'(ぎ

Ψ｣。4鷲し仏¢つユ⊆@(40'宰1▽ぐ4

｢!し訊644｣。詳'ソ(≧コ'⊃訴へ善準(ン

･⊃1(がレA4(ゴ9む･4コ1身'寧1マぐ4'ぞ

断論蒲鵬犠醗魂

'･『ψ二型町4嘉準具宙。潔σ4畢臼14φ脳4一

望識:嬬亜愈轟讐灘帯
4?ξ19黛_.鮪(乎ウつしo'判マぐ4
。4(ぞ<4母週窒⊇!=♂｢。γ一§影窪)ソ書ズ

滋窪｣牌γ千1淵マ越∴γ零逐年｣

編鱗灘器掬 .塾･乎}鰐鞍讐ーご顧マ
,､､･

9ρ.藩4ζ罰マぐ4㌢9摩璽賊艶へ.

､.神噂目'←軒勲斗r･唄険纏l

l嚥繍り騨賦ご)書神9劉礎習蘭ゾ

･窒畿撰聯灘肇毒縫滋

糊
η且∵妥?寧聖γ亘γり

､.1σ署1箕ド･字こ一

ツ書凋ψワ忽｢｢.鐸餌判鞍4ζ.
'2融
.辞ゑ季;9(〃ご'(2(凶6(事孝ズ4:{会｣

。4
丸へ).し

･4k48尋1碁つ(乞髪辞(〃つ臼望尋享'謀管9

･4>
､評γ喜峰ぞ64しづ'目製誓≧蕾〉§

･レ下儲ゴもへ･4･敦〃自40.'詳寧IU蕾9受頑

払γ(ゆ葎翫ぞしQ'秘(4畔笛。£～つ(4～碧.

肇灘覇1欝三製ll 。4し･44鯛緯尋凄粂｢.⊆9誹!ソ･ヘア

し遅言⊃博γ(払)γ尋'身γ》｣。4需4

婆･((碑潔沼冷)一･ゆつγ準･4.4

q乎へ(酬毛匹判し･べ)一し季認'9諏

嫁マ(ゴ⊇母翼》昂。認し4身ぞ1§尋代)〉

つ令〉罪1マ･ぐ4。4マ=團鰹⑦曾【へ》し

～･糾照｢マ･･祥邦娩聯峯)､
曳へしピノ広/瀕似軸鯛･乏へ)得γ勲



Tい

､

5

ご

訟

:

㎡
怒
璽

憂

ド

㍉
画
欝

曾

夢

～

～
騨
禽
嚇

築

再

臨

､

､

､

､

ガ

欝

"

･

無

き

淵

{

硬

ご

事

魯

碑

蝉

画

轟

欝

。

調

愛

津

㍉

も
骸

ぎ

＼

簑

寵 毒滴

。

㌧

"

蚕

縣

･

せ

て
さ

へ

態

憲

響

ご

･

畦

へ

､

､

､

胴
華

馳
》
ノ な

灘

､

与
､

藝蟻 翻
･
璽

､

魯

醤

ヨ

ま

爵

斜

講礪灘
､り

瞭
蝉
就
織

轟､§

轟1
"

弾
亀
轟

謙撫
滋

､
華

熱

ノ

@謹 癬癌

潟､

霧
1く

〃
め

ミ

欝

ノ

嚇環.軍

磁 〆
､

､

.
濯

/
媛
無

ボ

･

～ぜ謹
藷

"
撫

触熾.蝋

蔦

蝿
.

＼
曳

蒐

､も

や

畳

へ

圃

欝

級い勤

瀞

撫

､

ぎ
藤

へ艇

慰

至

ム

韻
&

蕊

騨
無

声

騨

､

､

く

.
欝

讐

鷺

. 》

霧

懲
藻 避

鰻._

.曲

§

w

。

蝉

軌

"
圃

纏
鍵

､
騨
蕪

難

謎

馬
許蕪海
騰
磯

､

轟

､

讃

･

蝉

＼

､』
瓢

轟

藤

騰
藁
壷

"､
き

､毒

尋

絆

憲

ミ

畿

ミ
タ

。

"

鼻

"

㌦
恥

･

渉
灘

壽

臥

高

亀

握
蔑

弓

節

ジ

罵
.

欝､
､
巨

､

撃

､

}

撫

ミ

.
矯

鰍

弧 轟

､鰻 悼

hい

澱驚

鵜魂
擁騨 躍
ぶ 慰1醸 ぴ翻

ヰ 紺 憩

輪 藩 黛

書艶

･
蹄毒

㎝寒

･
､

灘悪
ミ

熱

､

ミ

弧

氏

も■璽
､

緯

攣
醜

奨
鍵

･

､講

､
う

蟻

§

鐘

･撫

騨

擁

騨

欝

諺
評
駈
を
紺

雫

､

.
撫

/

}
毒

:

拳
愈
事

齢

き
&

202



｣OZ

｢。r(2(蜜払

匂4財し44｢コ津R=(〃つ⊇!qζ'44尋

望……'。9妾壱?⊃1←宇(〃つ雲1(〃当孝1ソ老

つω4昂(ぎ』。4つ準辞c都A4年｣。⊇!つ

拳窒=齢¢皐(〃脈字(ン》ψ…耳'ρ4⊇!マ

℃!つ準0(払}丸へ尋C婚字q(ン0割⊃に'

を'ぞ曾7百).泊(蜜孝目ぞ?遅ワvζムよ

｢。?(払)告十
,)辞妾。4し4身

季つ鉢窒§･去Qぞo'⊃1(～♀4(〃眼写1⊇!尋(ぎ

……。u毎(》昂寧1)毛14孝･圭コ14為h

｢.,鐸G辞⊃に2＼へ寧1｣

｢q宇マ)ζムよ'Tワvζ
､ムよ｣

。4り準り淳厚(〃k乍¢(ン》

凄ぞ(∂妾4泊(ぎGマ孝ムレ≠ぞ⊆を(ン⊇;孕

〃兵髪＼(黙4昂Q母コQ･4津rソ毛檬Q準1(き

鞍O'⊃汐つ尋･9:04つ準吾(o⊃1=干(〃γ耳

･べ§'6淫1つ孝召士(〃4吾パ1ワ･/4ムよ

。4つ準こ
)(ざ昂尋壽巽⊇!⊃1=｢(〃を'(汐(ン(ぎ畢

旦:翠,Q4マ。4り払0<慾『1いへ=～｢ア管忌

£!〉)一つ･般ア＼鐸§申幻')､(浮し胃尋

〃吾髪'寧1ワ)4ム払尋穿(孝(ぎ｢○碑q尋

【へ4つ(ンo寸/ωマ⊃1毛1くへ'2穿毛1身～ぎ寧牌

婁4'γ§彰窪｣。4つ;βq嚇¢4為髪

。4つ季o淫1(〃⊃卯'》τ～σ孝毛12!4為髪寧1

マvζム払博(∂4つ孝ρ4ω日ε。･軽

アり払砕昂劉払(∠建!し誹丸A勲一(へ吾＼).勲

£!7マ(ゴコ尋》つ尋4㌧ど首孝4兵レ〉身

vアつ津1(Σ尋コマ⊃1勲q遅/ソ$q').勲(ン

孝穿49⊃14兵＼←臼膨即博。9アつ払

4(ン誹尋γ3'写坤(〃鐸α(oマ＼/ζ。ムよ

。4つ準マ4コぞ｢
･へ寧1｣'宰1マ)ζム

払。4つ準丸へ壱つし畔ぞ＼へ§身勲き喜).

コぞマ⊃1勲kへ孝4喜髪'コワ)4。ムよ別年

o⊇!つユぞコ(〃
一日(Σ(ぎ'4(ン畔〉臼勲つ

.鼻)仏(い碕｢ρ⊇9

乳宰1(〃い肩｢4吾幻。4つ奉穿臼勲

ρ影2〃吾ン寧1士(ρを'o身⊃1←ぞノソ雲洋1

!y勲ア(〃を)ト4つ。4つ
､⊇.'ソ吾準η(ゴQ

γ11(象)ぞ'準R='尋!ソ妾'(ゴ･44つ季q

}しそ孝由(豪ぞo⊇!マ。財つ季【ハqぞ←(ン

詳曾穿準弔4士(〃缶⊃14兵'》来》し･添4

･侭4し》⑦差(∠)Yεo.臥)そで(〃日身(蜜

。⊇!つ準
丸A).し量2qつ翼侭4

秘3壬'マ=q普'(毫ζ4･『}マ＼/4匹払

りζ:2D剃＼へ⑦▽vζ乙∠ 墨唇

㊧

象
愚
嚢

曝

遠
嚢

黙
箋

.
軽

奪

駈
､･雌

腫
.



門
σ
が

髭'
/!二

罐屍
"

すうじクイズ

///

%/
昌qち ほ

{1
､

P

li

闘
し

3か ら11ま でのす うじをいれて､

たて､よ こ､な なめの こ うけいが､｢

ますの なか にかいてあるす うじに

あ うよ うに し ましょう。

●

♂ おもち ゃ 乞

○ ばこ(♀
4

1､2､3の どの み ち を とお っ た

ら､ゆ う え ん ち へ い け ます か 。

斗↓
↓ ↓

18

一 〉
20

→ 25

23 17 23 13

戸

響

-

ト

園
｣

▲
-

2

T

鴨

巨
汀

戴 総
鵡 加 燃'62な
'､･ρ･ず

δ調 嬉 漁
.

3i‾35

藁
7.～7

ζ､過2427

1δ 。23

ヂ

炉
。。3溜

嚢評i`-i
･耐 ㍉ .ぐ

.s

i

.56｢1

こ:計

焦
ノ ち,

3鰍
,･,,惣･♂

停轟
9･F43'哲5

てんをむすんでみましょう。

ノ 》

O

oa

オン ドリさん は､だ れ とお

は な し して い るの か な 。

ノ

!/

〆

野

･

Y'

ノ

♂ 汐
一＼

角

,
r
･

'
〆
/

ー

ノ

､､ぐ ＼
　 と　 　 の へ

尺＼ ＼＼こ＼＼ 一.㌦＼＼､＼

乏

"sこ.,

＼
i

204



「一..

i

髪

彰

垂

嚢

ノ

1975年5月2日 に行 なわれた ブ リガ ム ・ヤ ング大 学の ファイァ

サ イ ドでの講 演 か ら

教 育の原則の中に、転移 というものが

あります。今 日私はこの原則を利用 して、

・教会で もおな じみのプログラムにつ いて

話 をし、それか らこの根本的な原則を、

生活の他の面にも転移 させてみたい と思

ってお ります。 まず最初 に、教会の福祉

計画の根本的な原則について、少 し復習

してみたいと思います。で も、教会福祉

が私の今 日の講演のテーマではあ りませ

ん。ただある問題点 を説明す るためにだ

け、使 うつ もりでいます。

教会が組織されてか ら2年 後、主は次

のような啓示 を与えられました。 「怠惰

なる者は悔い改めて行 いを改む るにあら

ざれば、教会の中にて地位 を与 えらるる

ことなし。」(教 義 と聖約75：29)マ リオ

ン ・G・ ロムニー副管長は、先 日の総大

会の折、この原則 を、ロムニー副管長特

有の簡潔明快さで 、次のように説明され

ました。 「人類は生存 し始めたその とき

から、自活す る義務を神 よけ課せ られた

のです。 『あなたは顔に汗してパ ンを食

べ 、ついに土に帰 る。』(餅世3：19)」

「福祉計画の手引 きゴで は
、このよ う

に指示 してあ ります。 「教会員に力の及

ぶ限 り自立す るよ うに、熱心に教 え、勧

めなければならない。本当の末 日聖徒 は、

……自立する責任 を決 して回避す るこ と

ぽない。全能者の霊感 と自分 自身の労働 『

によって、可能な限 り生活に必要 なもの

は 自給 してい くのである。」(1969年 版 、

P.2)

これ は、現在 までかな りの成功を収め

自
上
⊥

十二使徒評議員会会員

ボイ ド ・K・ バッカー

てい ます。末 日聖徒の心の中に、自分た

ちに必要な ものは自分で得 なければなら

ず、また生活必需品を自給で きない人の

ためには福祉援助 をしなければならない、

という考 え方が定着 して きているか らで

す。 もし教会員が自活できない場合、ま

ず自分の家族 に援助 を求めるべ きです。

その後、教会に求め ます。これが正 しい

順序です。

1936年 に、教会の福祉計画が初めて紹

介された とき、大管長会は次の ような声

明を出しました。

「私たちの第一の 目的は、可能 な限 り、

いまわしい怠惰や施 しの もた らす悪弊を

除き、独立心、勤勉、倹約 、自尊心 を再

び私たちの間に確立す る体制 を築 くこと

である。教会の目的は、人々の自立を助

けることにある。勤労が再 び教会員の生

活を貫 く原則にならなければならない。」

(大 会報告 、1936年10月 、p.3)

ロム ニー副管長は次の ように強調され

ました。 「その他 の体制では、人々すな

わち聖徒の世話 をす ることは善 串り・もむ

しろ害悪 をもたらす ものなのぞす。教会

福祉の 目的は、自立，を妨 げるものではな

く…。」(福祉事業集会、1974年10月5日)

私 は福祉計画のこの原則 を受け入れて

います し、また支持 しています。 しか し

ながら、かな り多くの地域で、またかな

り様 々な面で、教会員はこの原則か ら離

れつつあ ります。 自立の原則は幸福 な生

活に とってその根幹 となる ものです。

この同 じ自立の原則が、精神面で も、

霊的な面で も同様にあてはまります。教

会には、精神的に も、霊的にも、全面的

に他人に依存 しているように見受 けられ

る人々が多過 ぎます。そのような人々は、

一種 の精神面の福祉制度に頼っているの

です。決 して 自立 しようとは しません。

他人に頼ってばか ρいるため、絶えず他

人の支えを必要 とし、また絶えず激励 を

必要 としているのです。その上 、自分か

ら進んで何かするとい うことはほ とん ど

あ りません。

もし私たちが、精神的かつ霊的に自立

する気持 を失った としたら、私 たちは想

像以上にひ よわになる可能性があり茸す。

物質的に人に頼 ることの比ではな くなっ

てしまうでしょう。一方私たちは監督に、

教会の福祉計画では施 しを避け るよう教

えています。 しか しその一方では、助言

や勧告がいとも簡単に与えられているよ

うに思 えます。教会員は自分で問題 を解

決するようにすべ きです。そ うでなけれ

ば家族 と共に考えるべ きです。それで適

当な答えが得 られないときだけ、教会の

世話になるべ きなのです。

私たちは注意 していないと、自分で啓

示 を受ける力を失うことに もな りかね ま

せ ん。主はオ リバー ・カウ ドリに次の よ

うに言われ ました。 この主のみ言葉は、

私たち全貝に関係が あります。

「見 よ
、汝いまだ悟 らず。汝はひたす

らわれに願 いし時はこれを与えらるるな

らん と思え り。 一

されど見よ、われ汝に告 ぐ、汝心の中

によく思い計 り、その後願 うこと正 しき

か否かを汝問わざるべか らず、願 うこと

正 しか らば、その時われ汝の心 を内に燃

や さん。これによ りて汝にその正 しきを

感ぜ しむ。

され どもし願 うところ正 しからずば、

かか る感な くして汝の心は次第に鈍 くな

り、そはついに悪の悪たるを忘れ しむる

に至 らん。」(教義と聖約9：7-9改 訳)

か な りの問題は聖典を読むことに よっ

て解決ができますが、、そんな経験はなか

ったでしょうか。私たちば皆一人一人が

親 しく啓示 を受け一られ るようにすべ きだ

と思います。精神的な自立のひとつ とし

て、聖典を読むよう勧めます。

私は指導者たちが簡単 に助言や勧告 と

いう施 しをしているのではないか と心配

しています。教会に問題の解決 を求める

前に、まず個人の力を、それから家族の

力を借 りるよう、会員に要求すべ きです。

ある学生が私のオフ ィ.スペや って来 ま
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した。私は彼とは個 人的な面識があ りま

した。彼は大変な問題をかかえていまし

た。結婚すべ きか どテか 、決めかねてい

たのです。』'私ほ彼に 「助言を求めに来た

の?」 と尋ねました。

彼は 「ええ、.本当に欲 しいんです」 と

言いました。

そこで私は 「君に助言 したら、君はそ

れに従 うつ もりかい?」 と尋ね ました。

彼は少 し驚いたようです。 でもどうに

か、 「はい、従 うつ もりです」 と答えて

くれました。

私はたまたま彼の父親 をよ く知 ってい

ました。教会の祝福師 で、本当に素晴ら

しい人で した。そこで私はこう言いまし

た。』「この週末に家へ帰 って、お父さん

に話 してごらん。寝室でもどこで もよい

か ら、静かな部屋にお父さんを連れてい

って、君の問題や悩みを全部話すんだ。

そしてお父さんに助言を求めて、お父さ

んの言 う通 りに してごらん。 これが私の

助言だよ.」

精神的な施 しの制度は、物質的な施 し

の制度 と同 じ位、危険な要素 を含んでい

ると思います。私たちは他人に頼 るあま

り、ただ待って さえいれば、教会が何 も

か もすべて して くれ るような錯覚に とら

われることがあります。

ほとんどすべてのワー ド部支部に、四

六時中勧告は求めるものの、与えられた

勧告には従ったことがない とい う慢 性疾

患の患者がいます。これ を大 したことで

はないと思 う人がいるか もしれませ ん。

しかし私は、これは極めて重大な問題で

あると思います。普通の風邪 と同じよう

に、他の どんな病気に も増 して、人か ら

強さを奪ってい くものなのです。私には

どうも、この流行性 「勧告病」がはびこ

っているように思 えて仕方ありません。

これは教会の霊的な強 さを骨抜きにして

います。.霊 的な自立心は、教会 を支える

力です。 もしその力がなければ、どうし

て神の予言者がいるとい う啓示 を受ける

ことがで きるで しょうか。 どうして祈 り

の答えを受けることができるで しょうか。

どうして知 ることがで きるで しょうか。

もし私たちがす ぐに皆 さんの質問にすべ

て答え、あらゆる問題 を解決す る数 々の

解答例を用意 していたとしたら、結局は

皆さ凶 は弱 くな りこそすれ、決 して強 く

はならないのです。

教会の福祉計画の基礎 となる根本原則

が、精神的かつ霊的な面の生活にもあて

はまるということに納得がいったと思 い
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ますが、 もう少し詳 しく繰 り返してみ ま

しょう。独立心 、勤労、倹約、自立、自

尊心 を確立すること、勤労 を再び教会貝

、の生活 を貫 く原則 とす ること、精神的か

つ霊的な施 しのもたらす悪弊を除 くこと、

人々が 自立するの を助けることに教会の

目的をお くこと、などです。これ らの原

則に心か ら同意で きたならば、次にもう

少 し皆 さんのために、原則 と提案をお話

したいと思います。

思 い層出 して下 さい。教会貝が まず自分

の資産 を使い果た し、その後家族か らの

援助 も使 い果た した場合 、その会員が福

祉援助 を受けるのに何のきまり悪 さも感

じさせてはならないという原則があ りま

す。 同様に、真に勧告を必要 としている

教会員に対 し、助言 を求めるのにきまり

悪さを感 じさせ るようであってはな りま

せん。時には、助言 を求め、それを受け

入れ ることが極め て重大なことか も知れ

ないからです。

皆 さんが落胆 し、自分の力では問題の

解決ができないと感ずるとき、それはそ

れで正 しいのか も知れませ ん。 で も少な

くとも、自分でや ってみ るだけの責任は

あ ります。 次の段階へ行 く前に、自分で

可能な限 りの手段や方法 を使ってみなけ

ればなりません。皆さんには強い力が与

えられています。モルモン経にはそのこ

とが書かれています。 よく引用される箇

所ですが読んでみ ましょう。

「……それは、 『みた ま』は昨年 も今

日もいつ までも同じにましますか らであ

る。 そして願いは、人類の始祖が堕落 し

た時か らすでに用意せ られてあって しか

も救いは無料で自由である。

人は皆善悪 をわ きまえることを充分に

教 えられている。」(IIニ ー ファイ2：4、

5)

自分 が善悪 をわ きまえる存在であると

いうことを理解することは、極めて大切

なことです。皆 さんは生来 、本質的かつ

直観的に、善なる存在なのです。 「で き

ない。 自分には問題の解決がで きない」

という人もいるでしょう。そ うい う人に、

私はこう叫びたい と思います。 「自分が

何者 なのかわか らないのですか。 自分が

全能の神の息子、娘であるということを

知 らなかったのですか。神から大 いなる

力を授か り、堅実さと勇気 と偉大 な力 と

を求めて祈ることができるということを

知 らないのですか」と。

皆 さんは福音を教えられています。皆

さんは、善悪の区別 を知っています。で

は、今こそ正 しいことをしようと決心す

るときではないで しようか。 そうするこ

とにより、皆 さんは選択 をす るこ とにな

ります。一般的な選択ではな く、その問

題にかかわる選択をするのです。ひ とだ

び決心 して しまえば、為 とはもっと容易

になって くるはずです。

ステー キ部長、支部長、監督そしてそ ，

の他私 たち教会幹部の ところへ も、勧告

を求め て多くの人 々がやっ、て来ます。 し

か しそのに とん どは、彼 らが混乱 してい

るか らでも、.善悪の区別がつかないか ら

でもあ りません。心 の奥深い所に、自分

で悪 いとは知 りなが らやってみたいこと

があって、それを認め る決定 をして もら

おうと思ってや って来 るのです。

何か問題があれば、まず自分の心の中

で考えてみて下 さい。深 く考え、分析 し、

熟考す るのです。聖典 を読み、その問題

について祈 るのです。私は、重大な決定

は強制 され るべ きものではない、 という

ことを経験か ら知っています。将来 を見

通 しビジョンを持つ必要があ ります。旧

約聖書で予言者は何 と言っているでしょ

うか。 「預言がなければ民はわがままに

ふ るまう」(箴 言29：18)と 言 ってい ま

す。

毎 日少 しずつ いろいろなことについて

深 く考 え、一時に数 多くの重大な決定を

せ ざるをえないような破 目に陥 らないよ

うにして下 さい。絶 えず人生の先 々を見

通 していれば、重大な問題が起こるとき

には予期で きるはずです。そして問題を

解決す る必要が生 じた ときには、すでに

その準備が整ってし1、るのです。時折、不

意に重大な決定 を迫 られ ることもありま'

すが 、それほどだびたびあるわけではあ

りませ ん。すでに正 しいことをす る決心

がついていれば、必然的に良い結果が生

まれて来 ます。 その過程で傷つけ られる

こともあ りませ ん。

私は、経験か ら、重大な問題 と取 り組

む最適の時間帯は、朝の早 い時期だ と考

えています。朝は心 もさわやかです し、

反応 も敏感です。肉体的にも充分休息が

取れています。 この時間帯 こそ、物事に

つ いて丹念に考え、かつ個人的に啓示 を

受ける時なのです。

私は、ハ ロル ド・B・ リー大管長が啓

示 を含む何か大切 なことを話 されるとき、

いつ も決まって次のような表現 をされ る

の をよ く耳に しました。 「朝早 く、その

問題について深 く考えていた とき」 とい

う表現ですロ リー大管長は、啓示を必要

'



とす るような問題について考えるとき、

朝早 く起きてすがすが しい気分で仕事 を

す るの を習慣にしていたのです。

主は教義 と聖約の中で次の ような指示

を与えておられる。

「度 を過 ぎて眠 るを止めよ。早 く臥床

に入 りて疲れ を休めよ。朝は早 く起 きて

汝の肉体 と精神 とを活気づけよ。」(教i義

と聖約88：124)

何 か差 し迫 った仕事 例 えば、私の

この話の準備 などがそ うですが、そうい

う仕事が あったとして も、私は決 して夜

遅 くまで起 きているとい うこ とはあ りま

せん。むしろ早 くベ ッ ドに入って、翌朝

早 く起 きます。そ うすれば主に近 くなっ

て、この仕事 についての導 きを受けるこ

とも可能にな るわけです。

今度は、啓示 についてお話 ししましょう。

啓示 というものは私たちは一人一人が受

けるこ とので きるもので あると教 えられ

ています。私が啓示に関 してよく尋ねら

れる質問に、こういうものが あります。

「啓示 を受けたか どうかは どうしてわか

るんですか。私はこの問題について祈 り、

断食し、また祈 り、さらに祈 ってみ まし

た。でもどうすべ きか まだわか りません。

誤 りを犯 さないために も、霊感 を受けた

とい うことは一体 どうしたらわかるんで

すか。」

まず第一に、問題 を携えて主の もとへ

行 き、あなたに代わって決定 をして下 さ

るよう主にお願 いしていませ んか。 自分

で考えて、啓示 について読み、熟考 し、

祈 り、そして 自分で決定を下 しているの

でしょうか。善悪 をわきまえているので

すか ら、その観点か ら問題を判断し、決

定を下す ことです。それか ら主に、その

決定が正 しいか ζうかを尋ねるのです。

主が オリバー ・ヵウ ド.リに、.「心の中に

'タく恥 計りヰ 融 継 酵 栃 れな

いで下さ蹴 煽 堪 臨・，、惑

;れ燭 貼 く欝 て下細 ，忍 左ち
が愚かにも監替や麦蔀長や主めもとぺ行
・き湘 た祉 価 饗 鍵欝 讐 そ材

るよ瀬 熔 と逸 ら浸 とロ綿塑
のかけ らもないとい うと とです。皆 さん

がだれか他の人に、代わって決定を下 し

て もちうとしたら、それだけでどれほ ど

貴重な時間を失 うことか、考えてみて欲

しい と思います。

もうひ とつのことをお話 したいと思い

ます。で も、この話 を誤解 しないで下 さ

い。 よ く
、講 晦込 々の中で、ある物事 につ

いて誠心誠意、一 生懸命祈 ったのだか ら

もう自分たちで決定 を下す必要はないと

思 っている人々がいます。例 えば、ある

夫婦が家 を建て るに必要 なお金 を持って

いたと仮定 しましょう。 この夫婦 はくど

のような建築様式にするか、絶 えず祈っ

ていました。 しか し、恐ら く主はこのよ

うなことにはさほ ど関心がないのではな

いか と思われ ます。皆 さんに もこのよう

な経験はないで しょうか。 自分 たちの建

てたいものを建てればよいのです。 それ

は好みの問題です。多 くの点で、私たち

は自分たちの したいことができるのです。

ただ、主が非常に関心 を持ってお られ

ることもあ ります。 まず家を建 てるつ も

りなら、それに関わる経費を正直に払わ

なければな りませ ん。 また建て る方 とし

て も立派な仕事 をしなければなりません。

そ して晴れて入居の暁には、その中で義

しく生活しなければな りません。 こっい

うことこそ大切なことなのです。

時折、自分たちの したいことをしても、

主は恐 らくそれを喜んで承認 して下 さる

ようなこ とに関してまで も、勧告を求め

に来る人々がいます。おか しなことです

が、そういう人々は、自分 たちが何か し

たい と思ったその ことに心の とがめを感

じているのです。 たとえそれが正 しいこ

とで もそ う感 じるのです。主は、御 自分

の与えられた自由には極めて寛大な御方

です。私たちは善 に従 うようになればな

るほ ど霊的にも自立するようにな り、自

由も独立心 も確固たるもの となっ℃ きま

す。主はこう言われました。 「もしわた

しの言葉の うちに とどまっておるなら、

あなたが たは、ほんとうにわたしの弟子

なのである。また真理 を知るで あ ろ う。

そ して真理は、あなたがたに自由を得さ

せるであろう。」(ヨ ハネ8：31，32)

レー マ ンとレミュエルは、ニーファイ

に対 して.「見よ、われらの父の言葉は何

、の こ、とどか解 らない」 と不平を言いまし
た。

ニーファイは 「あなたが たは主に尋ね

、た カ㍉ 、と 閃 き ま し た 。

この答えについて考 えてみていただき

だい と思います。 こう答えたのです。「主

に尋ねてはいない。主は こんなことをわ

れわれに知 らせ ないからである。」

これを聞いたニーファイは、こう言い

ました。 「あなたがたが主の言いつけを

守 らないのは何故であるか。 あなたたち

の心 をかた くなにして亡び を招 くのは何

故であるか。主がこれまでに仰せになづ

たことを憶えていないのか。主は 『もし

汝 らその心 をかた くなにせず、答 えを受

くと信 じ、固き信仰 を持 ち、わが誠命を

勤勉に守 りてわれに願わば必ずこれ らの

ことを汝 らに示 さるべ し』 と仰せになっ

た。』(1ニ ーファイ15：7-11参 照)・

結びにあたって申し上 げたいと思いま

す。私 たちが啓示のみたまと力とを失っ

てしまった ら、この教会では、多くの も

のを失 うことにな ります。皆さんには偉

大 な力が授けられています。皆 さんは、

祈 りを通 して自分で問題 を解決す ること

ができるのです。他の人々を援助するこ

とに忙 しい人々の ところまでわざわざ出

かけて行 く必要はないのです。

ところで、 もし皆 さんが 自分の管轄外

のこ とで啓示 を受けるようになったら、

それは天の秩序に反してお り、しか もそ

の啓示は間違った ところか ら送 られてい

ることがわか ります。監督に助言を与え

るために、あるいは教会の指導者を正す

ために、啓示 を受けることは決 してあり

ませ ん。

皆さんの依存心が強まり、祈 りと祈 り

の答えに対す る確信が薄 くなって、祈 る

ことをちゅうちょす るようになった とき、

それは皆 さんが弱 くなるときです。

個人の証はこの教会の力です。従って

教会員は皆 自分 自身の証 を持たなければ

な りません。 そうなって初めて、私 と同

じように、立って、神が生きておられる

ことを、神が私たちの御父であられるこ

とを、そ して私たちと神 とは親子の関係

にあることを知 っていると言えるように

なるのです。私は神が身近にお られるこ

とを、またいつか神のみ前に行けるこ と

を知 っています。そ してさらに、私たち

があらゆる力に耳を傾け、それを活用す

るな らば、私たちは確かに、祈 りに対す

る答えを感 じ取 ることがで きるでしょう。

この教会は神の教会です。神は生 きて

おられます。 イエスはキリス トであ り、

私たちにはこの教会を管理する予言者が

います。私たちは言 うに及ばず、この地

上に住むあ らゆる人々がそれを知ること

がで きます。私はそれを証 します。私は

神が生きておられることを知っています。

この証をイエス ・キ リス トのみ名によっ

て、申し上 げます。アー メン。
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聞 くのが恐ろ しいのですか

リ ンダ ・ア ー チ ボ'一 ル ド
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怖かった。 だれにも話 した くなかったんです。ほかの人
』
が友だちに福音について話 しているのを聞 くと簡単そうに

思えるのですが、いざ自分が話す段になると、まるで話が

違ってきます。バーバラが現代の教会は何の役にも立って

いないと言ったと，きも、ディブが進化論のことを話 し出し

たときも、私の胸は高鳴 り、手のひ らは じっとりして神経

が張 りっめ、舌はもちろんのこと体中の筋肉が コチコチに

なってどうしようもないようでした。 副

茶や コーヒー を飲まないので、私が末 日聖徒であること

はだれもが知っていました。私には福音が真実なものとい

う証 もあ りました。 それでも、それが口に出せ なかったの

です。ディブ とバーバ ラが 自分の考えを論理づけている間

も、私は落着かない気持で沈黙したまま、テレパシーで証

が述べ られたらよいのにと思っていました。

時が経つ うちに、私は罪の意識を感 じ始めました。そし

て、日曜学校教師 として立派に働 いてその埋合せ をしよう

と弁解がましく考 えました。 しか しその晩は 「すべ ての教

会員は宣教師である」 とい う言葉が耳から離れ ませんでし

た。

努力よりも天性だという 「生まれついての」宣教師はご

くまれです。，、でも、数少ない 「生 まれついての」宣教師 と
「傍観者」 との間に、もうひとつのグループが存在 します。

それは自力で頑張って成功する宣教師、私のように以前恐

れていた人たちです。 ジェンキンス姉妹、クラー ク兄弟、

ジェーン、 ミシェル、 トム、それにべ一カー監督のような

人たちです。彼 らは私が抱いていた恐れを理解 し、どうし

たらよいかを快 く教 えて くれました。

ジェンキンス姉妹 は言いました。 「何事 も先立つ ものは

望みよ。立派な宣教師になる前に、宣教師にな りたいって

思わな くちゃ。 自分が人にどんな影響 を及ぼせ るか、少 し

も考 えない人がいるけれ ど、あなたはもう最初の一歩を踏

み出したじゃない。」そして最後にこう言いました。「あな

たには望みがあるでしょ。」

ミシェルは、この世的でもひとりよが りでもなく、自分

に自信 を持 った魅力ある人です。

彼女は私にこう言いました。 「前は自分 自身がいやにな

ったこともあったわ。太ってた しね。服は時代遅れで、髪

はまるで言うことを聞かないし、そんなときに大学の友だ

ちがイメージチェンジをしたらって励 まして くれたの。太

りすぎをなくして、すてきな服 を作って、でも教会の標準

は守ったわよ。そして簡単でちょっとすてきな髪のまとめ

方を見つけたの。

人のまねをしようとは思わなかったわ。 自分のなりたい

ようにしただけ。いったん自分が好 きになれば、みんなも

私 を好いて くれるだろうって 自信が持てて、それで喜んで

福音をみんなに教 えられるようになったのよ。」

クラー ク兄弟は、福音の教義クラスの教師ですが、みん

なに人気があ ります。彼は、勉強が大切なことを強調 しま

した。∫良い宣教師になる秘訣は勉強です よ。 自分 自身に

福音を説けなければ、ほかの人には説けません。私は自分

の疑問を解 くために、聖典や教会の本 を一生懸命研究しま

した。他の教会が どんなことを信 じているか を調べ、まわ

りの人たちが何 を求めているか を理解するように努め まし

た。勉強を続けたおかげで、私の証は強 くなりました。そ

して多 くの経験 を通 して知識が純然たる信仰 に代わ りまし

た。 こうして伝道は問題ではな くな り、自信が持てるよう

になると友だちの質問にも答えられるようになったんです

よ。」
「だれかに教会のことを話そうと決めたら

、何だかんだ

と言いわけをつけてそれ を避けようとしないことよ」 と、
ジェーンは言いました。 「合理化 も、あとに引きのばすの

もだめ。私はそ うしていたんだから。・い くら理由をつけて

も、そのうちに罪悪感 牽覚えるようになったわ。そんなこと

で宣教師にはなれなかった。伝道 しようと目標 を決めて、

南とは実行するだけ!」

トムは、ジェーンの言う通 りだと言って、さらにこう語

りました。 「ぼ くは 『天性の』宣教師 じゃない と自分では

わかっていたんだけど、そんなふ りをしたんだ。 それはち

っとも偽善 じゃないよ。だっていつ も進歩 しようと頑張 っ

たんだもの。宣教師のようなつもりになってごらん。そ し

たら本当に宣教師になれるよ。本当だよ。」

最後に私はべ一 カー監督に尋ね ました。

彼は言いました。 「そうだね。私 も昔はこわかったよ。

今言っていい ものだろうか、こういうことを言ったら失礼

じゃないだろうか、な どといろいろ考 えてね。 それで伝道

の責任 を怠けた ものだ。 そうい う問題 を解決するたったひ

とつの方法は、お祈 りだったんだよ。今 、福音を紹介 して

よいものか どうか、それに言葉が適当か、いつ もみたまの

導きを得て判断しなければいけないってわかったんだ。そ

れか らは、、宗教的な話は避けたほうがいいって霊感を受け
ることはまずなかったね。」

このように自分で努 力して宣教 師となった人たちと話を

して、あとは私次第で した。

ジェンキンス姉妹の言 う通 り、私は望み を持っていまし

た。私は姿見の前で自分の姿 をじっくり観察 し、自分のな

りたい姿を決め ました。新 しい靴 を数足買い、古 くなった

眼鏡 を金ぶちのものに換えました。毎 日聖典 を勉強し始め、

まわ りの人たちの気持が前よりもよくわかるようにな りま

t
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した。 目をつ む って何 回 も 「で きるわ1・・…で きるわ…… で

きるお」 と言い 、そ して祈 りま した。

や がて 、実行 の時 がや って きま した。バ ーバ ラが いつ も

の ように、既成 の宗教 の無用性 につ いて論 じて いたのです。

準備 は万端 、勇気 を奮 い起 こす のみで した。胸 の高 な りや

手 の汗や 、 口の乾 きはこれ まで と変 わ りあ りませ ん。 で も

体 に は しゃん と力が入 り、舌 は 自由に動 きま した。 恐 れて

いるのか興奮 して いるのか 、 自分 の気持 が わか りませ んで

した。 きっ とどちら も反応 は同 じなので し ょう。

「バ ーバ ラ
、あなたが既成 の宗教 に反対 なのは わか るわ。

で も、 も し救 い主が あ る宗 派 を導 いてい らっ しゃる ことを

知 った ら、違 って くるん じゃな いか しら。」

「ど うい うこ と?」

「あのね
、私が末 日聖徒 だって い うこ と、知 って レ}るで

し ょう。私 た ち、イエス ・キ リス トが実際 に現 われて、予

言者 ジ ョセブ ・ス ミス に教会 を組 織 させ て下 さった ことを

信 じてい るの よ。私 たちの教 会が で きたのは イエ ス ・キ リ

ス トのおかげ なの。」私 はバー バ ラの 目を まっす ぐ見つ めて

話 を続け ま した。 「その こ とを考 えた ら、 もっ と知 りたい

って思 お ない?」

彼女 は首 を振 りま した。 「あな たには悪 い気持全 然持 っ

て ないの よ5た だ、本 当だ って信 じられな いの。」

「大勢 の人が そ う考 えて いるわ。新 しい考 え方 よね。 で

も私 は 、主 が今地上 に本 当の教 会 を建 てて下 さっ たこ とを

知 って るの。 あなただ って もっ と研 究 した ら、 わか るよ う

にな るわ。」

「ζめ ん な さい・私 は本 当に興 味な いの・」

これ以上 、何が 言 えるで し ょう。私 は困 りました。.み た

まの導 きを求め る と、答 えが あ りました。今 まで 出来 る限

りの こ とは した、で もま左いつ か恐 れずに 聞いてみ な さい、

と。

デ ィブは休 暇 を取 っていたの で、私 は彼 が 出て くる 日を

心待 ちに してい ました。彼 は いつ で も喜 んで宗教 の話 をす

るの で、私 は何 か を しようと決心 して い ました。 ところが

学校 に出て くる と、彼 は いつ にな く黙 りこんで いたの です。

「ふ りをす る こ と……。」 私 は 自分 に言 い聞かせ ました。

「宣教 師のつ も りで……」 と
。

私 は水飲 み場で デ ィブ に会 い ま した。 また胸 が高鳴 って

い ます。彼 も断 わるか しら?私 は深 呼吸 を一 度 して切 り

出 しま した。

「デ ィブ、私 はあな たに聞 きたい と思 っていた こ とが あ.

るの。 あな たは宗教 に興 味が ある ようだけ ど、ど うして?」

「人生最 大の幸福 を見つ け たいか らさ。 …∴宗教 がそれ

を教 えて いる ようでね。」

.「今 まで モルモ ン教徒 の こ とを調 べ てみた こ とはあ る?

一 番 幸せ な人た ちだって
、わか ると思 うわ。」

「うん
、君 がモル モン教 徒 だって こ と、知 って るよ6み

ん なが君み たい だった ら、確 かに そ うだね。」

私 は心の 中で喜 び ました。 なぜ な ら、 自分 が良 い模 範 を

示せ たか らです。 』 ＼

「デ ィブ、私 たちは今地上 に予 言者が い るご どを知 って

い るか ら幸せ なの よ。 モー セやア ブラハ ムや イザヤ と同 じ

よ うな人が いるの よ。予 言者の教 えに従 えば ちゃん と救い

主に従 って いけ るの。もっ と知 りた いって思 わない?」2、

3秒 の沈黙 の間、私 の胸 め鼓 動が彼 に聞 こ えるよ うで した。

「うん」彼 は言 い ました。 「知 りたいなd本 当の こ と言

うと、君が どんな こ と信 じてい るのか1と づ・て も知 りたか

ったんだ。 君は何 に も話 して くれ ないんで 、あ きらめ る と

こだ ったんだ よ。 どうして、 もっ と早 く言 っ℃ くれ なかっ

たんだ い?」

(筆者は、主婦 、フ リーランサーで現在 ，南アフリカステ
ーキ部ヨハネズブルグ第2ワ ー

，ド部若い女性 の会長および

扶助協会社会教師を務めている。)
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日々の恵み

氷の穴 での
ハフフースマ

エイナ ル ・ノル ドラ ンデル

スウェーデン、エーテボ リ

1904年 の 寒 い冬の 日の こと、ふた り

のモルモンの宣教 師が、森 を抜け て私 の

の祖母 ク リスチナ ・ボー リンの家へ や

って き ました。 祖母 の家の あか りを見

て、 「あそこに行 こ う」 と決 め たので

す。

宣教 師が来 た と きは夜 もだいぶ更 け

てい ま した。 狭 い小屋 に大勢 の子供 が

い るの を見 て、彼 らは きっ とため らっ 、

た こ とで し ょう。 で も私 の祖母 は彼 ら

を招 き入れ 、で きる限 りの もてな しを

しま した。 宣教 師は一 晩明かす と、数

冊のパ ンフ レ ッ トを置 いて 出か け まし

た。祖母 は その パ ンフレ ッ トを丹 念に

読み ま した。

1年 が過 ぎて 、1905年 の1月 に また

や って きました。 その 日、彼 らは祖母

に、置 いて行 ったパ ンフレ ッ トにつ い

て ど う思 うか尋ね ました。 そ こで祖母

は、 どれ もこれ も本 当だか ら、ぜ ひバ

プテスマ を受 け たい と答 えま した。宣

教 師た ちは 、 「で もこの季節 には水の

ある所 が あ りませ ん」 と言 い ました。

す る と祖母 は、 こ う言っ たの です。

「近 くにちょうど湖があります
。 まき

、小屋に斧とのこぎりがありますかち、

氷を割 ってバプテスマができるでしょ

う。」

長老たちは苦労 して厚い氷を割 り、

やっとのことで、祖母のバ プテスマが

で きるくらいの穴 をあけ ました。水が

いかに冷たかろうと、とにか く祖母は

教会が真実だと知ったか らには、バプ

テスマを一刻 も延ばしたくなかったの

です。

私の祖母が福音を受け入れたおかげ

で、間接的にではありましたが、私も教

会のことを知 ることができたので した。
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「いつでも

5分 は ある」

レカ ・オルセ ン

デンマーク、コペンハーゲン

「5分 だけ
、時間をさいていただけ

ませんか。」この言葉には何か感 じるも

のがあ りました。その宣教師たちと話

をする時間はあ りませんでした。でも、

前に友だちが言っていた言葉を思い出

したのです。 「友のために取れる時間

があれば、宗教につ いて話す人のため

に聞 く時間をお取 りなさい。 いつでも

5分 はあるものよ。」それで、私は彼 ら

を家に入れたのです。私 は宣教師の話

に興味をおぼえ、2回 目の話の後、彼

ちの言葉は本当か もしれないという気

持が心の中にふ くれあがってきました。

でも、夫は何ひ とつ受けつけようとし

ませんでした。4回 か5回 、宣教師か

ら話 を聞いた頃、夫はひ どく腹を立て、

訪問を断わらなければ私 と子供たちを

置いて出て行 くとお どしました。

その夏、私たちはオース トリアで休

暇を過 ごしました。私は宗教のことは

忘れようと努め ました。でもとても複

雑な気持で、家に帰ってからとうとう

夫 に、宣教師の話が真実か どうか知 る

ために一生懸命祈ってみ ると話 しまし

た。す ると夫は、 「それはいい。そ う

すれば、君は もうそんな話 をしな くな

るだろうか らね」と言いました。

私は3日 間、知恵の言葉を守って主

に祈 りました。けれ ども自分の祈 りが

空 しい言葉のように思われました。 そ

れで も挫けず に続けたところ、やっと、

キ リス トを信 じて真心か らの祈 りを捧

げることができました。/そして、立ち

上がったときに、もしこれで答えが得

られなければ、 もう祈 りはやめようと

思いました。ドアのベルが鳴ったのは、

それから1時 間ほ どしたときのことで

す。 ドアを開けると、そこには宣教師

が立っていました。

彼 らが居間に入って来ると、私は不

思議な気持に打たれ ました。それは頭

か ら発 して全身を包みました。 こうし

て私は、祈 りが答えられたことを知っ

たのです。私は寝室に入ると、喜びの

涙を流し、主に感謝の祈 りを捧げまし

た。居間に戻ったとき、長老たちが次

のように話して くれました。彼 らはそ

の 日ひとりの婦人を教えていましたが、

急に彼女に何 を言えばよいかわか らな

くなってしまいました。そのようなこ

とは初めての経験だったそうです。そ

こで、彼 らは次の約束をして彼女 と別

れました。そしてその次の約束の場所

へ行 く途中、私のアパー トの前を通 り

かかると、私の幼い息子が彼 らを見つ

けてかけより、私の所へ来たのか と聞

きました。彼 らは私に訪問を断わられ

ていたので、どうしようか と相談しま

した。するとひ とりが、訪問するよう

にみたまが強 く勧め ると言いました。

私がバ プテスマを受けたのは、それか

ら10日 後のことです。

この話には素晴 らしい続 きがあ りま

す。このとき、ひ とりの教会幹部がデ

.ンマー クを訪問しておちれて、宣教師

は私 をその幹部に会 わせて下さいまし

た。 その方は、もし私が教会指導者の

勧告に従 うな ら、間もな く夫 もバプテ

スマを受けるとおっしゃるのです。私

は、 「そんなことはない。夫は教会に

入 るはずがない」 と思いました。その

晩、私は支部長か ら教会をどう思いま

すか と聞かれて、 「この教会には愛が

あふれています」 と返事 しま'した。す

ると支部長は、 「あなたがここで感 じ

ている愛を、御主人の所へ持ち帰らな

ければいけませんよ」 とおっしゃいま

した。

私は少 し不愉快に思いました。夫を

愛していましたし、そのような忠告は

いらないと思ったのです。で も、家ま

での長い車中で、夫に教会のことをや

さしく話さなければと思い直 しました。

その私の態度の変化が夫の好奇心をそ

そったのです。子供たちが 目を輝かせ

て教会か ら帰 ってきた とき、夫はいよ

いよ教会の勉強を始めました。それか

ら3ヵ 月 して、夫 と8歳 の息子はバプ

テスマを受けました。その 日は本当に

生涯最良の 日でした。
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私は3歳 の年か ら・プロ野球選手にな

る準備 を始め、以来ずっとそのことば

か り考え続けていた。それが問題だっ

た。学校や教会は野球選手になるこ乏

とはまった く無縁だと考えていたので

ある。

12年 間の学校生活の間、私は一度 と

して、勉強の本を家へ持 ち帰ることが

なかった。それ を誇る気持 はない。今

はそのことを悔やんでいる。私は悔い

改め ようと努め、現在残 りの一生をか

けて、若い頃の愚かな論法が生んだ空

白を埋め合わせ ようとしている。私は

代数や英語について、 「大選手になる

のに学校は どんな価値があるのか。代

数や英語ができたってできな くたって、

カーブは投げられるんだ」 と考えてい

た。家に帰ってよく言った ものである。
「僕の将来は大丈夫。だれ よりも速い

球が投げられるし、走・るのは速いし、

打球は遠 くへ飛ぶ し」だからとやか く.

言わないで」と。私は今、その考えが

どんなに間違っ;(いたかを知っている。

日曜日に教会へ行 くことは、私にと

って屈辱に思われた。立派な野球選手
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真心 か ら
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になるのに教会が一体 どんな役に立つ

のか、と。

それが私の考え方だった。立派な野

球選手や弁護士や医師になることは大

事ではないと言っているのではない。大

事である。この世の救いにそれは必要

である。 しか し、この世に送 られた私

たちにとって最 も大切なことはそれで

はない。本当に重要なのは永遠に関わ

る事柄であり、そのことに早 く気づ い

て行動 を起こせ る人は、賢明な知恵あ

る人である。

私が高校 を卒業したのは18歳 の年だ

った。私はそれまでの15年 間を自分の

好きなように過ごして きた。その年、大

リーグの8つ のチームか らスカウ トが

来ていた。 そして私は、両親の許可 を5

得てひとつのチーム と契約 した。 とて

も高い給料だった。十代の少年にとっ

て、それがどんなに胸の躍ることかお

わか りだろうか。 どう言ったものか、

口では表わせ ない。私はその当時首位

のチームに所属を決め、ユニフォーム
『に真新 し

い背番号 をつけてダッグアウ

トの住人となったのである。それが ど

努 めるな らば」

七十人最高評議員会会員

ポール ・H・ ダ ン

んな感激か、おわか りだろうか。

しか，し3歳 の ときに、第2次 世界大

戦 の予測はしていなかった。世界大戦

は計画外のことだった。それについて

は全然知 らなかったし、18歳 の誕生 日

が来たとたんに1通 の手紙を受け取 り、

以後3年 間兵役のために野球生活が中

断されるな どとは思ってもみなかった。

私は大急 ぎで基礎訓練 を受けさせ ら

れたが、それはつ らい毎 日だった。本

来受けているはずの基礎 さえなかった

私は、そのときに、それまで目もくれ

なかった学校教育や訓練 といった別の

ことの価値 を幾分な りとも理解 したの

である。およそ訓練を要す る仕事は何

もか も不適格だったので、私は割の悪

い仕事 を全部させ られた。

それから11ヵ 月ほ ど後、私は太平洋

の輸送船 に乗った。私たちは輸送船団

の1隻 に乗って、最初の戦場をめ ざし、

ある島に向かったのである。

初めの2週 間、陸軍、海軍一緒に毎

日夕方5時 か ら合同礼拝が行 なわれた。

ユ ダヤ教徒 もカ トリ'ック教徒 も異教徒

も末 日聖徒 も、一緒に歌 を歌 った。そ'

!冨 匿
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れか ら従軍牧師が4、5分 話をした。

そのとき私たちはただ座って、お互 い

に故郷やガールフレン ドや年頃の青年

にとって関心のあるいろいろなことを

雑談し、そして解散 した。毎月5時 か

ら1時 間ほ ど礼拝があった。3千 人 も

いる中で、毎 日この小 さな集会に出て

いたのは35人 から40人位だった。 わず

か35人 か40人 である。 しか し、あなた

の学校やステーキ部、ワー ド部 、ある

いは周囲の社会を見ても、そんなもの

ではないだろうか。

船上最後の 日に、最後の礼拝が行な

われた。その 日は正規の集会所に人が

入りきれなかったので、夕方の礼拝は

船首の甲板で開かれた。私はそこで、

人間というものについてそれまで知 ら

なかった実に興味深いことを学んだの

である。

1944年7月21日 に何が起きたか、御

存知だろうか。3千 人が礼拝に集 まっ

たのである。3千 人が人生の もっ と価

値 あるものに大きな関心 を抱 くように

なったのである。危険が眼前に迫ると

き、いかに人々が宗教に目を向けるか

を見{ヤ ・ただきたい。危機のときだけ
なあだが、彼らは商人であれ犯罪人で

あれ野球選手であれ、より高い所か ら

の助けが必要なことを感じたのである。

ところで、あの素晴らしいプロテス

タン トの従軍牧師が行 なった礼拝は私

にとって決して忘れられないものであ

った。彼は正直で誠実で、淡々と話をし

た。私たちは外の甲板 に座 り、3千 人

の声が 「主よわれと共にとどまりたま

え」と開会の歌 を歌った。おそらく生

まれて初めての人が多かったと思うが、

3千 人の兵士全員が思 いを込めてこの

歌を合唱 したのである。 この光景 を想

像いただけるだろうか。別の船でも同

じようなことが起きているのが耳に聞

こえるだろう。次に短い開会の祈 りが

あり、牧師の顔は今までになく真剣そ

のものであった。

彼はこう言った。「皆 さん、私 は今晩、

皆さんに事実 を隠そうとするつ もりは

あ瓶ません。皆 さんはこれまでの1年

間、明日のために訓練 を受 けてきたの

です。皆さんは自分の任務をよく承知

しているで しょう。過去の軍の統計に

よると、明朝の攻撃では大勢の人が命'社 会でも尊敬 され、よく相談 を受ける

を落 とすと思われます。 この島を奪回 立派な指導者だった。 しか しそれでも

するには代償が必要なのです。」そして たびたび謙遜にひざまずいては、 「主

こう語った。 「もし記録が正確ならば、 よ、.お教 え下さい」 と祈っていた。私"

明日の朝8時 以前に、皆 さんの半数は は、父が 目に涙 して立ち上が り、天を

戦死 します。皆 さん、私の言いたいの 仰 いで感謝 を捧げるのを何度 もこの 目

は、あなた方の半数が明朝8時 には造 で見た。

り主のみ前に立つ ということです。そ グアム島に上陸 したあの ときまで、

の備えはで きていますか。」 私は神 を知 らなかった。あの運命の 日、

さて、若い皆 さん、あなた方ならど 岸に向かいながら私の知ったひとつの

う返事するだろ うか。私は当時18歳 だ ことは、父は神が生 きてお られること

った。もしだれかが、「明朝8時 に、あ を知っている、父は答えを受けている

なたは救い主の前に立って、自分の人 とい うことだった。そして ざんごう掘

生や心の状態や行 ないについて報告を りをしながら私の知ったことは、自分

しなければならない」 と言われたら、 にも父のしたことができるということ

どのように感 じるだろうか。私はその だった。私は父の指導 と教えを永遠に

場にすわって、自分の栄光の野球生活 感謝す るだろう。私は狙撃 も恐れずに

を遂に思い返 していた。野球に明け暮 ヘルメットを脱ぎ、頭 を垂れてひざま

れた日々が何 と無意味に思えたことか、 ずいた。 そして天父にただ簡単にこう

皆 さんにおわか りだろうか。契約や名 尋ねた。あなたは生 きておられますか。

声や大金は、人生の本質を成すものに 実在の御方ですか。イエス ・キ リス ト

ついて考えるときに、何 と無価値であ は本当に救い主ですか。 ジョセブ ・ス

ろうか。 ミスは教会の予言者でしたか，私はこ

私は初めて、宗教の持つ力について れまでずっとそのことを聞かされ まし

何かを知 りたい と思 った。神は本当に たが、まだ理解できずにいます。す る

生きておられるのだろうか。私はなぜ と答があった1快 い確信の気持が。`聖r

戦場にいるのだろうか。見 も知らぬ人 霊が私の霊に、静かな声で「そめ通 り」

をどうして殺 さなければならないのか。 と告げて下さった。あの7月9日 に胸

そのような疑問が次から次へ と心に湧 に感 じた気持は非常に明白であった。

き始めた。なぜ 、なぜ、私たちが今こ そのために、自分の穴か ら飛び出して

こで問 うてみるべ きものは、そ のよう 戦場を横切 っても傷 ひとつ負わないだ

な疑問である。私たちが現在 この世 で ろうとさえ思った。平安 と安心感はそ

行なっていることには、一体 どのよう のように大 きかった。

な意味があるのだろうか。 証が生 まれた。 「誠心誠意で」(モ

さて、あの輸送船上の礼拝は終わっ ロナイ10：4)尋 ねたか らである。私

た。その翌朝、汽笛を合図に私たちは はそれまでに、家族や教会の圧力を感

上陸の準備 を始めた。あの小さなサン じ、それこそ何千回とな く祈っていた。

ゴ礁に下 り立った ときの気持は、今で しか しその日、私は本当に知 りたい と

も覚えている。潮が満ちていた。私は 思 った。「主よ、そこにおられますか。

胸まですっか り水につか り、銃 を上に お話 し下さいますか。」そして、主は私

かかげて岸にたどりついた。訓練 を共 に語 られた。その日以来、私は主に自

に し、な じみになっていた友人の屍を 分の命 を託してきた。そして、この教

押 し分けながら。疑問に思わない方が 会が真実であり、ジョセブ ・ス ミスが

おかしい。あの19歳 の立派な若者は、 イエス ・キ リス トの福音 を回復するた

なぜ水中にうつぶ しているのか。 どっ めに召され、聖任 されたことについて、

してなのかと。 たびたび確証を得て きたのである。

私は父 と一緒にひざまずいて、父が 私はただひ とつの証 を基確に、，それ

心の思いを腹蔵なく天父に打ちあける を受 け入れて きたのではない。それは

のを何度 も聞いたことがある。私の父 大方の人々も同様だ と思 う。私は復員

は知性に富んだ有能な実業家で、地域 してか ら軍人保険を使って大学に通っ
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蚕

「

た。プロテスタン トの神学校へ入って に敵の手に落ち、私たちはその谷で敵

牧師たちと一緒に卒業したが、それは、 の問にはさまれて しまった。そこで私

聖書の教 えか ら見て、モルモン教会が たちは砲撃跡の深い くぼみに身をひそ

世の試 しに耐えられるか どうか を知 り めた。

たかったか らである。私は、モロナイ 私たちが 自分たちの置かれた状況に

の告げたように神に尋ねて証を得たば 気づいたのは午後 も遅 くのことである。

か りか、西海岸屈指の神学校 で何年 も その地点は扇形戦線の中にあり、日暮

の間証を試 されたことをも報告できる れまでにそこを脱出しないと敵が進ん

ので非常にうれ しい。この福音は真実 で来 ることはわかっていた。私たち11

である。兄弟姉妹たち私の話 している 人は計画を練った。味方の前線 までは

ことが正 しいか どうかを知 るために、 まだ400メ ー トルほどあった。私たち

時間 と精力を捧げ、確信 をもって祈 っ の苦境 を見た味方の叫び声 も聞こえた

ていただきたい。 が、すでに遅す ぎた。私 たちは疾走を

私は出征する前に、父の勧めで祝福 試みるつ もりで、計画が決まり次第そ

師の祝福 を受けていた。御存知のよう れを知 らせると応答 した。それから穴

に、それは私たちが福音の原則 を取 り の中で、自分たちの状態を考え、夕暮

入れて将来の生活を形成 していけるよ れに一団 となって脱出することにした。

うに、啓示され ることであ乱 私はそ 何人かが死ぬことはわかっていたが、

の祝福師の祝福で、数節にわたって、 ともか くだれかが助か るためにはそれ

自分が老齢まで生 き、.妻 と子供たちを しか方法がなか った。長い瞑想の時間

持 ち、教会で大 きな経験をすると言わ だった。本当に長かった。長い間座 っ

れた。そしてその結 びとして、よく言 たまま待 った。

われることだが、このような条件がつ 決行は6時15分 に決 まった。敵の目

けられた。 「もしもあなたが真心から につ きに くく、それでいて走る道がわ

努めるなら。」この通 り・、条件付さであ かる程度の暗さだからである。私たち

る。 「ポール、もしもあなたが真心か は味方に充分な援護射撃 を頼んだ。銃

ら努めるならば、これらのことは実現 や弾薬袋や手 りゅう弾など、重い物は

す るで しょう」 と。 そして一文には、 全部敵が使 えないように分解 して捨て

戦闘時に神の介在があると言われた。 た。それから、座 って思いにふけ り、

ところでサ ンフランシスコか らあの'あ るいは話をした りした。 また私はひ

運命の船旅に出た私の部隊の総勢1千 ざまずいて祈るように頼 まれた。その

人で、2年 半後に無事帰還 したのはわ とき私たちは、生 き残った者が死んだ

ずか6人 だった。、そ してその6人 のう 者の家族の助けになることを約束し合った。

ち5人 は、再三ならず重傷 を負ってい 私は祝福師の祝福 を肌身離 さず持っ

た。命を落 として当然だと思われるよ ていたが、6時5分 にその祝福文 を読

うな事件はそれこそ何千回 とな くあっ み返した。祝福文 を開いて、 もう一一度

たが、私は何かのわけあって命 を失わ 丹念に読んだ。そこにはこうあった。

ずに来た。 「ポール、もしもあなたが真心か ら努

例をあげれば、あるとき私の分隊に、 めるならば、生 き抜いてある事柄が実

敵の位置 と弾薬庫 と補給地 をさ ぐって 現するのを目にするでしょう」 と。置

くる任務が課せ られた。丸一昼夜 を費 かれた状況か ら脱出するのは人にでき

や して、翌朝帰る予定だった。.私たち ることではなか った。私がお話 しよう

は敵の背後にまわ り、敵の位置 と弾薬 とすることはその場にいなければわか

庫の補給地 を調べて地図に書き込み、 っていただけないと思 う。

引き返 した。 ところが、味方の前戦が さて、6時15分 が来た。私たちは握

変わっていて、前 日の場所はすでに敵 手をした。皆 さんは、11人 の男があの
一に占拠されていたのである

。私たちは ように走 り出した姿 を恐らく見たこと

丘 をまわって谷に入った。 ところが、 がないだろう。3、4人 は飛び出した

味方の陣地だ とばか り思っていたその 途端に機関銃でや られた。親友のひと

丘 も占拠されていた。ふたつの丘は共'り は、体がやっとつなが っている くら

いに機関銃の弾を撃 ちこまれ1助 けよ

うとして立ち止まったときには息が絶

えていて、私はその まま走 り出した。

雨が強 く降っていたのでぬかってすべ

りやす く、ひどく寒かった。一歩踏み

出すたびに足を取 られて転んでしまい

そうだった。私はジグザ グに走った。

うしろの泥が体にはね上げてくるので、

敵は機関銃で私を狙っていたのだと思

う。私が方向を変えると、またも弾丸

が追ってきた。私は力の限 り走った。

そのときにはすでにみんなはばらばら

に走っていた。穴か ら出て50メ ー トル

も走らないうちに、狙撃兵が私にねら

いを定め、最初の一一発が右のかかとに

あたった。弾は体に当たらず、戦闘靴

をはね飛ば して、瞬間私ははだしにな

った。靴はき りきり舞 って私はひざを

突いた。 そしてひ ざを突いた私の背中

越 しに機関銃が掃射 されたが、体には

当たらず、ベル トと水筒と弾薬袋 を背

中か らはね飛ば した。立ち上がって走

り出す と、また数発の弾丸がちょうど

ヘルメッ トの後部に当たった。そして

弾は跳ね返ると頭上 を越えていき、ヘ

ルメッ トは真二つに割れた。 しかし私

には当たらなかった。それか ら私はま

た駆け出したが、またもや弾が服の肩

のたるんだ部分に当たった。そのため

に服を取 らな くて もシャツの袖が脱げ

る格好となった。私はそれからひ と飛

びして味方の陣地に倒れ込み、これ以

上汚ない者はいないといった泥 まみれ

の軍曹の腕に抱きとめ られた。…部始

終を見ていた彼は、 「ポ=ル 、実に運

のいい奴だ」 と言った。 「ついて来い

よ」 と言うので、腹ばいであとについ

て行 くと、助かったのは私ひとりで、あ

との10人 は皆初めの100メ ー トルまで行

かずに死んでいた。

運が良かったのだろうか。そ う言い

たければそれでもいい。その とき、私 は

確証に確証を加えられていた。2年 間

の戦闘中に、このような出来事は数え

きれないほどあった。私がこの話をす

るわけは、ただ教会の内外すべての若

者は自分の心 とこの世 における自分の

立場を真剣に考 える必要があると感じ

ているからであるb今 は準備のできる

ときなのである。

213



四福音書め

対観表

四福音書はそれぞれ、その記述順序また内

容において必ず しも一致 しているとは言えな

い。しかし、それ らを総合 して見た場合、イ

エス ・キリス トのみ業 についての完全かつ正

確な姿が浮 さぼりにされるのである。本稿 で

は、救 い主の生涯 における主要 な出来事 を取

り上 げ、それが起 こった場所 と、福音書の参

照箇所を表わす ことに した。このように相互

に関連づけることを普通 、対観 と呼んでいる。

すべての出来事 に対 して場所がわかっている

わ けではない。 しか し、一連の出来事や場所

にっいで考察するときに、主の生涯 に関 して

さらに理解を深 めることができるのである。

本稿 の対観 とキ リス トの生涯 の区分 は、

J・ ルーベン ・クラーク ・ジュニア著0解

Lo帽 げ 孟んeGosρ εお 「福音書 に見 られる私

たちの主」の対観表 によった。本年度(1976-

77)日 曜 学校福音の教義クラスのレッス ンも、

前述の著書 に基づいて作成されている。また

読書課程は、クラーク副管長 の分類 によるキ

リス トの生涯 の時期 に従 って準備されたもの

である。(各 時期 に対応する レッスンの章 も

明示 した。)「四福音書」p.1、19、29、47、

55、79、89、99参 照 。本稿 に取 り上 げた出来

事 はクラーク副管長の分類 によるものであ リ、

救い主 の生涯 についてさらに詳細な研究をす

る上で有益てあろう。この対観 にあたって、

クラーク副管長 は次 のように書いている。

「著者 は対観にあたって
、福音書 の対観を

研究 している学者諸氏の意見を伺い、一般的

とみなされている年代順に分類を試みた。従

って、救 い主の生涯 にお ける出来事 の順序を

必ず しも正確 に表わ して はいないかもしれな

い。 しか、し、ほぼ正 しいものと思われる。な

お、研究家 によって は、本書 とは異なった年

代順を用いている人もいる。

いずれにしろ、出来事の順序はそれほど重

要な意味を持たない。大切なのは、イエスが

何を語 リ、何 を行ない、どのような教 えと教

義を説かれたか ということである。」(0解

Lo掘 げ オんeGospe飴 「福音書に見 られる私

たちの主」』p.vi)
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第1の 時期 ：イエス と降 臨 の予言 か ら、 ヨハネ の伝 道 まで
(「四福音書」第6-8課)

出 来 事 場 所 マ タ イ マル コ ル カ ヨハ ネ

イエスの先在 1：1-18

ザカリヤへのみ告げ エルサ レム 1 5-20

引き こもって生活 するエ リサベ ツ ユダヤ 1 24-25

マ リヤへ のみ告 げ ナザレ 1 26-38

マ リヤ のエリサ ベッ訪問 ユダヤ 1 39-56

ヨセブ 、示現 を受 ける ナザレ 1：18-25

ヨハネ の誕生
8

ユダヤ 1 57-80

皇帝アウグストの勅令 2 1-5

イエ スの誕生 ベツ レヘム 2 6-7

‡ リス トの系図 1：1-17 3 23-38

羊飼いの来訪 ベツ レヘム 2 8-20

割礼 ベツ レヘ ム 2 21

神殿へ連れて行かれる エルサ レム 2 22-38

ナザレへ帰る ナザレ 2 39

博士たちの来訪 ベツ レヘ ム
ヌ1は 2：1-12
エルサ レム

エ ジプ トに逃 れる エ ジプ ト 2：13-15

幼児 の殺鐵(さ つ りく) ベツ レヘム 2：16-18

エジプ トか ら帰 る ナザレ 2：19-25 2 40

神殿を訪れる エルサ レム 2 41-50

ナザレに住む ナ ーザ レ 2 51-52

第2の 時期 ：ヨハ ネの伝道 か ら、 イエス の伝道 時代 にお ける

最初 の過越 の祭 まで

(「四福音書」第9刊3課)

出 来 事 場 所 マ タイ マル コ ル カ ヨハ ネ

バブテスマのヨハネの宣教

ヨハネの出現 ユダヤ ● 3 1-2

ヨハネの紹介と教え ユダヤ 3：1-6 1：1-6 3 3-6

ヨハネの宣教 3：7-12 3 7-14

キ リス トの訪れを告 げる. 3：11-12 1：7「 一8 3 15-17

ヨハネ、イエス にバ プテスマを

施す
べ夕ニヤ 3：13-17 ユ ：9一 ユ1 3： 21-22

試み ユダヤ 4：1-11 1：12-13 4：1-13

ヨハ ネ、 自分 はキ リス トでない こ

とを 宣言する
べ夕ニヤ 1： ユ9-28

ヨハ ネ、イエスがヰニリス トである

ことを証する
1： 29-34

アンデ レとシモ ン、イ エス に会 う 1 35-42

ピリボとナタナエル、イエス に会う 1 43-51

最初の奇跡一 力ナの婚礼 カナ 2 1-11

イエ ス、カペナ ウム へ行 く 力ペナウム
'

2 12

スカル ●

ヨルダ ン川

エフライム'● エリコ

●、
エルサレム● ● ベ タニヤ

ベツレヘム ●
マケルス

●ヘブロン●

ユ ダヤ

死海

カナ ●

ナザレ●

ナイン●

ピリポ ・●

カ イザ リヤ

● ● ベ ツサイダ

'
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☆わが証

いては､そ この区別 が無理 か と思 い ます。 医者 の立場 か ら

私は どう思 うか とい うこ とを質問 され ま した。 その よ うな

疑 問 を持つ根 底 は恐 ら く､こ の よ うに医学 の進 ん だ時代 に

そ うい うま じな いの よ うな､迷 信 の よ うなこ とを､ど の よ

うに医者が考 えて い るのか とい う意 味で はないか と思 いま

す。確か に今 の医学 は進 み ました。私 の専 門で心臓 を扱 う

場合 に心 臓 を止め ねば な りません。心 臓 を止め るの も動 す

の も私 たち は 自由 に 行 な うこ とがで きます。 心臓 を2時

間止め ておいて､ま た もとに戻す ことは､い とも簡単 なこ

とです。 医学 は確 かに進 んだ と言 えば進 んで まいりました。

しか し､一 歩踏 み込 んでみ る と､ま だ何 に もわか って い

ない とい うこ とが言 えるのです。 例 えば､ガ ンに して も世

界中の学 者が莫大 な金 をか けて ガ ンを究 明 して い ますが､

体 の 中に ガンを持 って い るときに､そ の 人の血 を とって､

あ るいは尿 を取 って､あ るい はツベ ル ク リンテ ス トの よ う

に皮 膚に テス トをして､そ れ でその人 に どんな ガンがで き

てい るのか､そ の ガンは どの程度 の大 きさなのか､ど の程

度 に進 んで いるのか､そ うい うこ とす ら､ま だ わか って い

ませ ん。 もっ と身近 なこ とで風邪 に して もそ うです。 風邪

の薬､一 服で 直 るよ うな素晴 らしい風邪の薬 とい うのは ま

だあ りませ ん。一 歩踏 み込 ん でみ ると､全 くも う歯 が立 た

ないこ とばか りです。 あ ま りに も今の医学 が進 んでい る と

言 う錯覚 の も とに信用す ると､や は り医学 がすべ ての もの

を解決す るよ うに考 えが ちです。 また､病 気 とい うもの は

医者 が直すの では あ りませ ん。病 気は本 人が直す ものです。

です か ら､そ の人が病気 に対 して どの よ うな心が け を持 っ

てい るかに よって直 る病 気 も直 りませ ん し､重 い病 気 も直

す ことが で きます。私 たちが心か らイエス･キ リス トを信

じ､神 様 を信 じ､こ の 灌油の儀式 を信 じて､強 い信仰 の も

とに この儀式 を受 ける ときに､ま た儀 式 を行 な う人が､ふ

さわ しい権能 を持 って正 しい儀式 を行 な う.ときには､本 当

にそ こに灌油 の儀 式 の意義が現 われ る と証 いた します。昔

は､イ エ ス･キ 』リス ト様が､ま た､そ の イエ ス 乳キ リス ト

の弟子で あった十二使徒 が癒 しの奇跡 を多 く行 ない ま した。

その ような昔 の時代 には､本 当に皆が ㍉素朴 な信仰 を持 っ

ていた と思 います。 ...』･､

今､こ の末 日の時代 に人 々の心 とい うもの は多 くの情報

.､昔 は ラジオもなか った。 テ レビ もなか った。 今は､ラ

ジオ もあれば､テ レ ビもあ る一 いろんな情報 が入 って き

て､素 朴 な心 を失 って しま っ･てい ます6な ま じっかな知識

｢が
､人 間 の心 を曇ρ た心 を もって神･さ まを信 じあ るいは頼

るとい うとき､そ うい う状 態の ときに丸癒 しの奇 跡は現 わ

れな い と思 い ます。心 か ら信 じて受 ける灌油の.儀式で あ る

な らば､私 は 本当 に素 晴 らしい祝 福が得 られ る･と信 じ.てい

ます。... ,'､'｢｢｢･∴

私 は よ く 兎｢死に たし}｣と い う患者 さんに 出会 います。 血

管がつ まって指が 腐 りく そ.のため に最初 に指 を切 り落 とし

それか ら足首 を､今 度 は ひ ざの下 を切 り落 とす場 合が あ り
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ます 。 ダルマの よ うに､だ ん だん足 を､あ るいは手 を切 っ

て いかね ばな らない よ うな病 気の 患者 さん が います。 この

患者 さんが あ る とき､本 当に｢わ しゃ､死 に たい｣と 言 い

ま した。 よ く話 を聞いて み ます と､そ ば にい る人が少 し も

自分 の話 を聞いて くれな い。 食事 も親切 に して くれな い､

とい うこ となのです。 私 は｢そ んな こ とな ら､も う食事 も

せ ん で い い じゃな い で す か｣と 言 いま した。本 当に死 に

たいんだ った ら､食 事 の こ となんか問題 にな いはずだ と思

います。 また､あ る患者 さん は､｢足 を切 る くらいな ら死

ん だ方が いい｣と 言 って なか なか､足 を切 るこ とを賛成 し

ませ んで した。 家族 の説得 でや っ と足 を切 り落 としま した

が､切 り落 としてみ ます と､｢あ あ､ご んな こ とな ら早 くヒも

手術 すれ ば良か った｣と い うこ とを言 い ました。 この世 に

生 を受 け た とい う意 義 を よく理 解 して おれば､不 用意 に｢死

にた い｣と い う言葉 は 出ない と思 い ます。 で も､福 音 を知

らな い人 たち､こ の世 に生 を受 けた意義 をよ く理解 で きな

い人た ちは､え て して｢死 に たい｣と い う言葉 を安 易 に使

うよ うに思 い ます。

心 臓の手術 をす る ときには､患 者 さん は 自分の意 志 と反

して死 とい うもの に直面 す るこ とが あ ります。心 臓の手術

は長 時間か か ります ので､い つ も家族の方 に は､手 術 の 危

険性 を説得 します。 手術 の朝 は特 に｢今 か ら手術 をします。

私 た ちは全 力 を尽 くして この手術 を します。 で も万が一 と

い うこ とが あ るか もしれ ませ ん。 これ は人間の なす こ とで

すか らそのこ とを一 応は考 えて おいて下 さい。長 時間､病

室 で待 っていた だ く間､皆 さん は神 さまにお祈 り してお い

ていただ きたい｣と い うことをよ く言 い ます。無論､私 自

身手 術の前 には お祈 りを します し､手 術が終 わ ってか らは

無事 に手術 がすん だ感謝 のお祈 りをします。

熊本城 をつ くったのは加 藤清政 です。 熊本城の 横に は加

藤 清政 を祭 った加藤 神社 とい うの があ ります。私 の勤め て

い ます国立病 院 は熊 本城 のす ぐ横 ですか ら､そ の患者 さん

の家 族が加藤 神社 にお詣 りして その子供､あ るいは家族 の

手術 の成功 を祈 るこ とが あ るか もしれ ませ ん。 で も果 た し

て､加 藤 清政 に お祈 りを して手術 の成功 を祈 る とい うこ と

で皆 さん満 足で きるで しょ うか。 私 たちは神様 に祈 る と言

った ときに､ど ん な神様 に祈れ ばい いので し ょうか。 そ し

てその神様 に どの よ うに祈 れ ばいいの で し ょうか。 そ うい

う方法 を本当に知 って い るならば､も うワラを もつか む思

いの と き､本 当に何 とか して助 けて欲 しい と願 うときに､

祈 りが.どんなにか 意義深 い ものであ ろ うか と思 い ます。 ま

た､こ れは新 聞 に出て い ま したが､日 本の医者 の意識調 査

の中 で､医 者が神 さま とい うもの を信 じるの は大 体 日本で

は60%､ア メ リカで は80%と い うこ とです。確 かに人 が生

まれ､､人 が死ぬ という厳 粛な事実､し か も､人 間の手 では､

医 者 の手 では どうしよ うも ない よ うな事 実 に数 多 く直面 し

て いま･すと､神 さま とい うものの存在､少 な くども私 た ち

の 目に見えぬ､私 た.ちの知識 の 及ば ぬ と.ころで働 いてい る
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